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と　

き

　
　

９
月
７
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
ご
ろ（
サ
イ
レ
ン
は
午
後
１
時
）

　
　

※
避
難
訓
練
は
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

と
こ
ろ　

避
難
訓
練
は
、町
内
、集
落
ご
と（
別
表
参
照
）

被
害
想
定

　
　

 

新
潟
地
震
と
同
規
模
の
粟
島
沖
を
震
源
と
し
た
震
度
６
弱
。午
後
１

時
に
サ
イ
レ
ン
と
防
災
無
線
で
市
内
全
域
に
避
難
を
呼
び
か
け
ま

す
。

訓
練
内
容

　

⑴
現
地
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練︵
各
地
区
ご
と
︶

　

⑵
住
民
避
難
訓
練

　
　

 

町
内
、集
落
に
よ
っ
て
は
、避
難
訓
練
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。区
長
、総
代
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。午
後
１
時

の
サ
イ
レ
ン
で
避
難
開
始
。

　

⑶
救
助
訓
練
・
放
水
訓
練︵
地
区
ご
と
に
実
施
内
容
が
異
な
り
ま
す
︶

　
　

 

地
震
に
伴
っ
た
火
災
発
生
を
想
定
。自
然
水
利
に
よ
る
消
火
活
動
を

行
い
、建
物
に
取
り
残
さ
れ
た
住
民
を
救
助
。

　

⑷
給
水
・
炊
き
出
し
訓
練︵
一
部
会
場
の
み
︶

　
　

 

水
道
、ガ
ス
、電
気
の
供
給
が
各
地
で
停
止
し
て
い
る
た
め
、住
民
に

対
す
る
炊
き
出
し
を
実
施
。

避
難
訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

９/ ７㈰は

　

市
で
は
、９
月
７
日
㈰
、各
町
内
・
集
落
で
の
避
難
訓
練
を
中
心
と
し
た
防
災
訓
練
を
市
内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
は
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、今
年
６
月
に
は
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
し
、甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。不
測

の
事
態
に
備
え
て
、防
災
訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

注意！　当日は、午後１時から市内全域でサ
イレンや放送がありますのでご注意ください

ヘリコプターの展示

非常食の試食があります

村
上
、
荒
川
会
場
に
防
災
ヘ
リ
が
飛
来
し
ま
す
。

場
所
は
上
海
府
小
学
校
、
荒
川
中
学
校
で
、
見
学
は
自
由
で

す
。（
防
災
用
品
展
示
、
炊
き
出
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
）

※
写
真
は
昨
年
（
山
辺
里
小
学
校
）
の
様
子
で
す

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
！

訓練、訓練…
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　災害が発生したとき、一人では何もできなくても、
地域の人たちが協力すれば大きな力になります。市で
は、防災講座などを通じ、町内、集落単位の自主防災
会の設立を推進しています。
　災害時の役割分担を事前に取り決め、向こう３軒両隣
の助け合い精神で災害に備えましょう！
　市では、結成時に防災資機材を購入するための補助
金制度があります。

地　区
現地本部

（◎地区メイン会場）
主な内容

村　上

上海府
◎ 上海府小学校
　（市全体の本部）

・住民避難訓練　・消防本部による救出訓練
・県防災ヘリによる市内被害調査、ヘリ展示
・防災用品の展示、日赤奉仕団炊き出し訓練
・消防団による避難誘導、放水訓練

村　上 村上第一中学校 ・住民避難訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練

岩　船
岩船連絡所
いわくすの里

・住民避難訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練

瀬　波 村上中等教育学校 ・住民避難訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練

山辺里 村上農村環境改善センター
・住民避難訓練　・日赤安全奉仕団による救命救急法講習
・消防団による避難誘導、放水訓練

荒　川 ◎荒川中学校

・住民避難訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練
・荒川分署消防士による応急手当講習
・ 県防災ヘリによる市内被害調査　・起震車体験、排水ポン

プ車展示（国交省）
・防災用品の展示、炊き出し訓練

神　林 ◎砂山小学校
・住民避難訓練　・消防団による避難誘導、放水訓練
・起震車体験　・ＮＴＴ災害伝言ダイヤル展示
・防災用品の展示、日赤奉仕団炊き出し訓練

朝　日 ◎朝日多目的グラウンド
・ 住民避難訓練、初期消火訓練　・消防団による避難誘導、

放水訓練
・総合情報ネットワーク告知端末安否確認訓練

山　北 ◎山北多目的グラウンド
・住民避難訓練、初期消火訓練　・消防団無線中継伝達訓練
・消防団による避難誘導、放水訓練

※地区ごとのメイン会場で現地災害対策本部を設置し、大掛かりな訓練を実施します

●問い合わせ

総務課防災係　☎53－2111（内線317）

または、各支所地域振興課防災防犯係　まで

　防災（火災・地震など）・防犯（不審者）
情報を24時間、パソコン、携帯電話へ
メール配信します。

▼アドレスはこちら　（携帯可）
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml
カメラ付き携帯ならQRコードで簡単にアクセス。

iモードなら登録は簡単です。

メニュー /検索　→　タウン情報/行政→　新潟県　→村上市

防災情報を入手しましょう！ 自主防災組織を立ち上げましょう

　手がふさがらないよう、リュックサックなどに
必要最小限度（家族が２日過ごせる程度）の物を
まとめて、すぐ持ち出せるように玄関などに置い
ておきましょう。

非常持ち出し品
食糧（２日分程度）　食器類（家族人数分）　ライ
ター　粉ミルク（乳幼児がいる場合）　懐中電灯　
電池　飲料水（１日１人２リットル）　毛布　寝袋
　貴重品　下着類　ちり紙　ラジオ　生理用品　
救急セット　常備薬　ローソク　筆記用具　せっ
けん　預金通帳　現金　携帯電話など

非
常
持
ち
出
し
品
を

準
備
し
ま
し
ょ
う
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0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100%
通所介護

福祉用具貸与
短期入所生活介護

通所リハビリテーション
訪問介護

訪問入浴介護
訪問看護

小規模多機能型居宅介護（通いサービス）
認知症対応型通所介護
短期入所療養介護

訪問リハビリテーション
居宅療養管理指導

小規模多機能型居宅介護（泊まりサービス）
小規模多機能型居宅介護（訪問サービス）

無 回 答

59.0
22.9
22.3

12.8
11.2
10.6

3.7
3.7
2.7
2.1
1.6
0.5
0.5
0.0

7.5

村上市の老人福祉　～アンケート調査から～
　介護保険は事業計画を策定し、その中でサービス提供量やサービスに必要な介護保険料を推計していま

す。この計画は３年に１度見直し、新しく策定することにより、利用者や今後利用される人の要望とかけ離

れないようにしています。

　平成12年４月からスタートした介護保険サービスは来年度９年目を迎えることから、計画の見直しのた

め、今年５月に市民の介護保険サービスや健康保健について意向調査を行いました。市ではこれらの調査結

果を踏まえ、今後の計画に反映し、介護保険サービスおよび福祉保健サービスの充実を図ります。

在宅の介護保険認定者実態調査
　この調査は、在宅で要支援あるいは要介護認定を受けている市内在住の人の中から、無作為に選ばれた430
人を対象に実施したものです。回答者数は236人、回収率は54.9％でした。

問１　あなたが介護を受ける場所として希望するのはどちらですか？

74.1

17.4

8.5

0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100%

自宅で介護を受けたい

施設等または病院で
介護を受けたい

 無 回 答

　住みなれた自宅での介護を希望する人が74.1％、施設等ま
たは病院で介護を受けたい人は２割に満たない17.4％とな
りました。

　59.0％と最も多くの人が利用しているのが「通所介
護（デイサービス）」、次に「福祉用具貸与」（22.9％）、

「短期入所生活介護（ショートステイ）」（22.3％）と
なっています。
　平成18年度から新たに創設された「小規模多機能型
居宅介護（通いサービス）」（3.7％）については、訪問
看護と同じ利用者数となっています。

問２　現在、介護保険のサービスを利用していますか？

問３　あなたはどのような介護保険のサービスを利用していますか？（複数回答）

0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100%

 利用している

 利用していない

 無 回 答

79.7

19.0

1.3

　約８割の人が介護保険のサービスを利用しています。利用
していない人の４割は、家族から介助してほしい、あるいは
家族の介助で間に合っていると回答しています。
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問４　介護サービスに満足していますか？

0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100%

満足している
やや満足している
どちらともいえない
やや不満である
不満である
その他
無回答

56.9
26.1

6.4
2.7

0.5
0.5

6.9
　最も多い「満足している」（56.9％）と次に多い「やや満
足している」（26.1％）を合わせると83.0％となります。

問５　今後利用したいと思うサービスをおたずねします（複数回答）

0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100%

家にホームヘルパーなどの専門家が訪問して提供するサービス
日常生活上の自立を助けるための福祉用具の利用
日帰りで施設に通って提供を受けるサービス
短期間、施設に宿泊して提供を受けるサービス

手すりの取り付けや段差解消などのための住宅改修
特別養護老人ホームなどの介護保険施設への入所

介護予防に効果のあるサービス
夜間の定期的な巡回訪問や通報により介護の提供を受けるサービス

認知症高齢者グループホームへの入居
施設への通いを中心として、泊まり、訪問サービスを組み合わせたサービス

有料老人ホームやケアハウスへの入居
無回答

28.9
24.4
20.0
20.0
20.0

15.6
15.6

8.9
6.7
6.7
2.2

20.0

　サービスを利用していない人に回答をいただいたこの項目では、「訪問介護」（28.9％）、「福祉用具貸
与・購入」（24.4％）、「通所介護（デイサービス）」、「短期入所生活介護（ショートステイ）」、「住宅改修」

（20.0％）と続きます。
　介護を受けるというよりは、現在の身体状態を維持、改善するため「介護予防に効果のあるサービス」
を利用したいという人が15.6％でした。

高齢者保健福祉実態調査
　市内の65歳以上の高齢者数は、平成20年７月31日現在20,968人（高齢化率29.9％）です。

　この調査は、要支援あるいは要介護認定を受けていない市内在住の65歳以上の人の中から、無作為に選ば

れた1,000人を対象に実施したものです。回答者数は792人、回収率は79.2％でした。

問１　健康のために気をつけてきたことがありますか（複数回答）

0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100%
食事の内容（減塩、食べ過ぎないなど）

適度な運動
十分な睡眠・休養

家族や友人とのふれあい・交流
仕事や役割などを持ち続けてきたこと

お酒を飲まない・飲みすぎない
歯の健康
禁煙・節煙
その他
無回答

60.1
50.1

46.3
43.1

38.4
25.1
22.4
22.4

3.0
3.3

「食事の内容」（60.1%）、「適度な運動」（50.1%）にあるように半数を超える人が行っていることをはじめ、
多くの人が何かしら健康のための取り組みをしています。健康について関心が高いことがうかがえます。



2008.9.1　　6

40歳から64歳の人の実態調査
　この調査は、市内在住の40歳～64歳の人の中から、無作為に選ばれた500人を対象に実施したものです。

回答者数は330人、回収率は66.0％でした。

問１　あなたが利用したことのあるサービスをおたずねします

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

利用している（したことがある）

20 30100 40 50 60 70 80 90 100%

健康教育

健康相談

健康診査

がん検診

訪問指導

食生活改善

在宅寝たきり老人等
訪 問 歯 科 事 業

3.9

2.1 51.2 34.0 12.7

35.8 41.2 12.1 10.9

37.6 48.2 4.5 9.7

3.0 36.7 46.7 13.6

3.0 44.2 39.4 13.4

28.2 56.7 15.1

12.448.2 35.5

知っているが利用したことは無い 知らない 無回答

「がん検診」を37.6％、「健康診査」を35.8％の人が利用しています。このふたつについては、「知ってい
るが利用したことがない」という人を含めると、それぞれ７割を超える人に認識されている状況です。

問２　今後あなたが利用したいサービスをおたずねします

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

利用したい（つづけたい）

20 30100 40 50 60 70 80 90 100％

健康教育

健康相談

健康診査

がん検診

訪問指導

食生活改善

在宅寝たきり老人等
訪 問 歯 科 事 業

13.6

13.3 33.0 37.6 16.1

42.4 22.4 22.2 13.0

45.2 23.9 18.8 12.1

7.6 40.9 35.4 16.1

11.8 40.3 33.0 14.9

6.4 42.1 34.8 16.7

14.632.4 39.4

利用の予定はない わからない 無回答

がん検診と健康診査は高い関心があるようです。現在利用している人に比べ、今後利用したいと考えてい
る人は、ほかのサービスでも総じて多くなっています。健康教育では約３倍、健康相談では約６倍、食生
活改善では約４倍の人が今後の利用を希望しています。

●問い合わせ　介護高齢課介護保険係　☎53－2111（内線361）
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市
教
育
委
員
会
で
は
、「
地
域
の
子
ど
も
を

地
域
の
み
ん
な
で
育
て
る
」取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
各
中
学
校
区
単
位
に
保
育

園
、幼
稚
園
、小
・
中
学
校
の
教
職
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
、
青
少
年
育
成
会
や
区
長
会
な
ど
、
地
域

に
あ
る
各
種
団
体
の
代
表
者
等
で
構
成
さ
れ

る「
郷
育
会
議
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の「
郷
育
会
議
」で
は
、幼
・
保
・
小
・
中

の
12
年
間
で
、ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
く
か
、そ
の
た
め
に
学
校
、家
庭
、地
域

が
何
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な

ど
、具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
ま
す
。

　

そ
の
話
し
合
い
を
受
け
て
、例
え
ば
学
校
で

は
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
、子
ど
も

た
ち
の
あ
い
さ
つ
や
言
葉
遣
い
を
テ
ー
マ
に

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
学

校
や
家
庭
で
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
決
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
「
郷
育
会
議
」
で
は
、
郷
土
の
優

れ
た
伝
統
、文
化
、自
然
、産
業
、歴
史
、人
物
な

ど
に
つ
い
て
体
験
を
通
し
て
学
ん
で
い
く
各

保
育
園
、学
校
の「
郷
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
実
施

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
郷
土
に

関
す
る
学
習
や
部
活
動
の
指
導
、
環
境
整
備
、

登
下
校
の
安
全
確
保
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
学
校
へ
の
派
遣
調
整

を
行
っ
た
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
を
開

催
し
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
地
域
や
子

ど
も
た
ち
の
様
子
、考
え
な
ど
を
声
に
出
し
て

い
た
だ
い
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
、

村
上
の
子
ど
も
た
ち
を
一
緒
に
育
て
て
い
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会（
直
通
☎
72
‐
６
８
８
２
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
郷

育
の
ま
ち
・
村
上
」か
ら
各
中
学
校
区
の
取
り

組
み
や
各
校
の
「
郷
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す

「
郷
育
の
ま
ち
・
村
上
」の
基
盤

﹁
郷

き
ょ
う
い
く育
会
議
﹂を

立
ち
上
げ
ま
し
た

市民の皆さんの声を！

市民の皆さんの知識や

技術を！山北中学校区
　郷 育 会 議

　・山北中

　・さんぽく南小

　・さんぽく北小

村上第一中学校区
　郷 育 会 議

・村上第一中・村上南小

・瀬波小・上海府小

岩船中学校区
　　郷 育 会 議
　・岩船中・岩船小

平林中学校区
　郷 育 会 議

　・平林中・平林小

　・砂山小

荒川中学校区
　　郷 育 会 議
　・荒川中・保内小

　・金屋小

定期的に、地域のみ
んなでクリーン活動
に取り組んだらいい
と思うな…

神納中学校区
　　郷 育 会 議
・神納中・神納小

・神納東小・西神納小

村上東中学校区
　　郷 育 会 議
・村上東中・村上小

・山辺里小・門前谷小

朝日中学校区
　　郷 育 会 議
・朝日中・小川小

・三面小・朝日みどり小

・猿沢小・塩野町小

放課後の時間で、週に
２回くらいでもいいな
ら、部活動指導のお手
伝いができるぞ。地域
の後輩のためにやって
みるか！

野菜や花の育て方な
ら教えられるな。
近くの小学校の子ど
もたちに教えてみよ
うかな。

各中学校区の

郷育会議所属校名

※ ボランティアのことについ

ては最寄りの学校、もしく

は教育委員会へお問い合せ

ください
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長寿医療制度（後期高齢者医療制度）からのお知らせ
　医療機関の窓口で支払う自己負担割合
　１割負担となります。ただし、現役並み所得がある人は３割負担となります。自己負担割合は、同一世帯

の長寿医療制度加入者全員の所得状況により判定します。

区分
医療機関窓口での

自己負担割合
条　　　　　　　件

一
般 １割

同一世帯の長寿医療制度の加入者の中に、平成19年中の住民税課税所得145万
円以上の所得者がいない人

現
役
並
み
所
得
者

３割

同一世帯の長寿医療制度の加入者の中に、平成19年中の住民税課税所得145万
円以上の所得者がいる人
※ ただし、課税所得145万円以上の人がいる場合であっても次に該当する場合

は、申請により「１割」となります
①同一世帯に加入者が１人の場合…その人の収入合計金額383万円未満
② 同一世帯に加入者が２人以上の場合…加入者全員の収入合計金額520万円未

満

３割
※自己負担限度額

「一般」適用

次のすべてに該当する人
・長寿医療制度の加入者が１人
・加入者の課税所得が145万円以上、かつ収入金額が383万円以上
・ 加入者と同一世帯の70歳から74歳までの人を含めた収入額の合計が520万円

未満
※ 医療機関などでの窓口負担割合は３割ですが、１カ月間の自己負担限度額は
「一般」（下表参照）の区分です。この取り扱いは、平成22年７月までの経過
措置となります

※ 「課税所得」とは、例えば年金収入のみの場合、年金収入から公的年金控除や基礎控除、扶養控除、社会

保険料控除といった各種控除を差し引いた残りの金額をいいます。

●問い合わせ　保健医療課後期高齢者医療係　☎53－2111（内線255）

　１カ月（同じ月内）に支払った医療費の自己負担額が下表の限度額を超えた場合は、申請して認められ

ると限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。

新たに申請が必要な人へは、後日、広域連合から案内が送付されます。

所得区分
自己負担限度額（月額）

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

３割負担の人
（現役並み所得者）

44,400円
80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

※４回目以降は44,400円

１
割
負
担
の
人

一　般 12,000円 44,400円

非課税世帯
住民税

区分Ⅱ　※１ 8,000円 24,600円

区分Ⅰ　※２ 8,000円 15,000円

※１　区分Ⅱは、世帯の全員が住民税非課税である人

※２　 区分Ⅰは、世帯の全員が住民税非課税で、各種収入などから必要経費や控除を差し引いた各所得

が、０円となる世帯の人（ただし、公的年金にかかる所得については控除額を80万円として計算）

医療費が高額になったとき（高額療養費の支給）
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村
上
地
区
地
域
審
議
会
委
員

会
長
＝
𠮷
田
雅
博
▼
副
会
長
＝
近
藤

弥
太
郎
▼
佐
藤
利
和
▼
横
山
昭
夫
▼

小
野
寛
▼
佐
藤
久
也
▼
中
川
修
▼

佐
々
木
綾
子
▼
佐
藤
芳
男
▼
佐
藤
忠

▼
東
海
林
真
弓
▼
村
山
優
子

荒
川
地
区
地
域
審
議
会
委
員

会
長
＝
会
田
健
次
▼
副
会
長
＝
小
関

シ
ヅ
子
▼
山
本
克
男
▼
山
田
俊
次
郎

▼
田
島
勉
▼
小
川
巌
▼
片
岡
弘
▼
石

山
忠
一
▼
近
藤
久
▼
山
口
正
志
▼
三

田
敏
男
▼
鈴
木
薫

神
林
地
区
地
域
審
議
会
委
員

会
長
＝
三
浦
公
平
▼
副
会
長
＝
櫻
井

廣
正
▼
石
田
フ
ミ
▼
岩
浅
孝
▼
大
倉

千
尋
▼
小
田
美
千
子
▼
小
池
知
恵
蔵

▼
近 

巖
▼
鈴
木
嘉
一
▼
野
澤
駒
男

▼
山
﨑
秀
雄
▼
横
山
一
巳

朝
日
地
区
地
域
審
議
会
委
員

会
長
＝
小
田
昌
隆
▼
副
会
長
＝
横
井

昌
平
▼
小
田
嘉
寿
▼
松
田
侯
夫
▼
小

田
太
一
▼
遠
山
政
好
▼
斎
藤
文
作
▼

佐
藤
利
子
▼
鈴
木
学
▼
五
十
嵐
孝
佐

▼
横
井
栄
子

山
北
地
区
地
域
審
議
会
委
員

会
長
＝
斎
藤
寅
二
▼
副
会
長
＝
佐
藤

公
夫
▼
富
樫
幸
生
▼
佐
藤
勝
敏
▼
佐

藤
庄
平
▼
斎
藤
泰
▼
平
方
一
生
▼
富

樫
栄
晴
▼
松
山
鶴
吉
▼
富
樫
賢
一
▼

堤
一
彦
▼
國
井
千
寿
子

　

合
併
に
よ
り
広
大
と
な
っ
た
新
市
に
お
け
る
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
公
平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担

保
す
る
た
め
、村
上
、荒
川
、神
林
、朝
日
お
よ
び
山
北
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
地
域
審
議
会
を
設
置
し
、第
一
回

の
会
議
に
お
い
て
、市
長
が
各
12
人
の
地
域
審
議
会
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。委
嘱
さ
れ
た
委

員
の
紹
介︵
順
不
同
、敬
称
略
︶と
今
年
度
の
諮
問
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ
し
て

ー
地
域
審
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
ー

新しいまちづくりにあなたの声を!!
－総合計画審議会委員を一般公募します－

　市では、総合計画の策定にあたり、その審議を行う
総合計画審議会委員のうち一般公募委員を募集しま
す。新市のまちづくりに参画してみませんか。
委員任期　市長の委嘱後平成22年３月31日まで
募集人数　５人以内
応募要件　 市内居住または市内企業に勤務している満

18歳以上の人
募集期限　９月19日㈮当日必着
応募方法　 ①住所②氏名③電話番号④職業（勤務先）⑤

略歴⑥応募の理由を記載したものを直接、
郵送、ＦＡＸ、電子メールいずれかの方法で
提出してください。（様式不問）

そ の 他　応募された内容（個人情報）は守られます。
　　　　　選考結果は、本人に通知します。
　　　　　委員には報酬が支払われます。
申し込み・問い合わせ先
　〒958－8501　村上市三之町１－１
　政策推進課まちづくり推進室（本庁舎３階）
　☎53－2111（内線332・333）FAX　53－3840
　E－mail　seisaku－m@city.murakami.lg.jp

地域審議会とは
・合併市町村基本計画の変更や執行状況

・地域振興のための基金の活用

・予算編成時の事業などの要望に関する事項

・基本構想、各種計画の策定および変更

・その他市長が必要と認める事項

について、市長からの諮問に対して審議し、答申

を行う機関です。

　また、地域の施策などについて市長に対し意見

を述べることができます。

平成20年度の諮問内容
　今年度は、各地区の特性を活かし、均衡ある発

展を図るため、各地区の目指すべきまちづくりの

方向（目標）をどう定めるかを諮問しました。

※ 今年度は２回の会議が予定されており、２回目

は10月ころをめどに開催されます。審議内容

は、市報などでお知らせします
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平成20年度　移動図書館車巡回スケジュール
＊問い合わせ　市立中央図書館（☎53－7511）

巡回地 停留場所 開館時間
下半期巡回日

10月 11月 12月 1月 2月 3月

村

上

地

区

吉浦 公民館 ９:05－９:15

12日㈰

25日㈯

9日㈰

22日㈯
14日㈰

10日㈯

25日㈰

7日㈯

22日㈰
14日㈯

馬下 バス停前 ９:25－９:35
岩船三日市 神社前 ８:50－９:05
岩船上大町 農協前 ９:10－９:20
上の山 駐在所前 ９:25－９:40
下相川 丸勝商店さん付近 ８:55－９:05

5日㈰

18日㈯

2日㈰

15日㈯

30日㈰

20日㈯
18日㈰

31日㈯

15日㈰

28日㈯
22日㈰

下山田 集落中央付近 ９:10－９:20
大関 多目的集会施設 ９:30－９:40
鋳物師 公民館 ９:45－９:55
門前 公民館 10:00－10:10
四日市 公民館 10:40－10:50

荒

川

地

区

金屋 農協倉庫 11:35－11:45

12日㈰

25日㈯

９日㈰

22日㈯
14日㈰

10日㈯

25日㈰

７日㈯

22日㈰
14日㈯

鳥屋 集落開発センター 11:50－12:00
堤下団地 駐車場 13:15－13:30
切田 消防小屋 13:35－13:45
十文字 集会所 13:55－14:05
坂町 ふれあいセンター 14:10－14:20
野口 集会所 14:25－14:35
長政 公会堂 14:45－14:55
荒屋 神社 15:15－15:25
花立 公会堂 11:10－11:25

４日㈯

19日㈰

１日㈯

16日㈰

29日㈯

21日㈰ 17日㈯
１日㈰

14日㈯

１日㈰

21日㈯

貝附 消防器具置場 11:30－11:45
梨木 神社前 12:55－13:10
上鍜冶屋 集会所 13:15－13:25
春木山 井上製材所さん前 13:30－13:40
荒島 集落開発センター 13:45－13:55
佐々木 集落開発センター 14:05－14:15

神

林

地

区

南田中 消防小屋前 ９:50－10:00

12日㈰

25日㈯

９日㈰

22日㈯
14日㈰

10日㈯

25日㈰

７日㈯

22日㈰
14日㈯

北新保 川崎酒店さん前 10:05－10:15
塩谷 神社前 10:35－10:50
松和町 保育園前 10:55－11:10
福田 旧公会堂 11:15－11:25
飯岡 小田治夫さん宅裏手 ９:00－９:10

４日㈯

19日㈰

１日㈯

16日㈰

29日㈯

21日㈰ 17日㈯
１日㈰

14日㈯

１日㈰

21日㈯

山田 旧公会堂 ９:15－９:30
松沢 集落開発センター ９:50－10:00
平林 公会堂 10:10－10:25
川部 消防小屋前 10:35－10:45
小岩内 公会堂 10:50－11:00
宿田 旧公会堂 14:50－15:05
牛屋 公会堂 15:10－15:25
山屋 集落センター ８:55－９:05

11日㈯

26日㈰

８日㈯

23日㈷
13日㈯

11日㈰

24日㈯

８日㈰

21日㈯
15日㈰

里本庄 集落入口 ９:10－９:25
殿岡 集落センター ９:30－９:40
指合 上通り石塔前 ９:45－９:55
南大平 消防小屋前 10:00－10:10
有明 神納小学校前 10:35－10:45
桃川 東膳寺付近 10:50－11:00
河内 公会堂 11:10－11:20
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巡回地 停留場所 開館時間
下半期巡回日

10月 11月 12月 1月 2月 3月

朝

日

地

区

宮ノ下 消防小屋前 ８:55－９:05

11日㈯

26日㈰

8日㈯

23日㈷
13日㈯

11日㈰

24日㈯

8日㈰

21日㈯
15日㈰

鵜渡路 集落センター ９:15－９:25
猿沢 鬼原酒店さん前 ９:30－９:40
檜原 公会堂 10:05－10:15
板屋越 集落開発センター 10:20－10:30
早稲田 研修センター 10:35－10:45
塩野町 郵便局 10:50－11:05
大須戸 担手センター 11:10－11:20
本小須戸 消防小屋脇 12:30－12:45
荒沢 ふれあいセンター 12:50－13:00
高根 高根バス停 13:30－13:40
北大平 宇鉄喜一さん宅前 13:50－14:00
関口 公民館前 14:05－14:15
中野 高野商店さん付近 14:45－14:55
薦川 集落入口 15:05－15:20
古渡路 神社前 10:55－11:05

5日㈰

18日㈯

2日㈰

15日㈯

30日㈰

20日㈯
18日㈰

31日㈯

15日㈰

28日㈯
22日㈰

あけぼの団地 郵便ポスト前 11:10－11:25
上十川 ごみ置場付近 11:30－11:40
布部 診療所前 13:00－13:10
新屋 集落センター 13:15－13:25
上中島 公民館付近 13:30－13:40
笹平 桜ヶ丘高実習棟 13:50－14:00
瑞雲 担手センター 14:05－14:15
小揚 バス停付近 14:20－14:30
大場沢 会館前 14:50－15:00
小川 公会堂 15:20－15:30
蒲萄 ふれあいセンター ９:10－９:20

4日㈯

19日㈰

1日㈯

16日㈰

29日㈯

21日㈰ 17日㈯
1日㈰

14日㈯

1日㈰

21日㈯

山

北

地

区

大沢 防火用水 ９:35－９:45
大毎 満願寺 ９:55－10:10
北中 耕太寺前 10:20－10:35
上大鳥 集落開発センター 10:45－10:55
下大蔵 集落開発センター 11:20－11:30
勝木 中町バス停 11:35－11:45
府屋 駅前 11:55－12:05
温出 給食センター脇 13:15－13:25
塔下 消防小屋 13:30－13:40
興屋 作業所前 13:55－14:05
中継 公民館 14:10－14:20
山熊田 集落入口 14:35－14:45
荒川口 集落林業センター 15:15－15:25
桑川 夕日会館駐車場 ９:45－９:55

12日㈰

25日㈯

9日㈰

22日㈯
14日㈰

10日㈯

25日㈰

7日㈯

22日㈰
14日㈯

今川 駅前 10:15－10:25
寒川 本間酒店さん前 10:35－10:45
越沢 庚申塚 10:55－11:05
碁石 北側防火用水 11:20－11:30
岩崎 ふれあいセンター 12:40－12:50
中浜 農村研修センター 13:00－13:10
伊呉野 佐藤猛夫さん宅前 13:15－13:25
雷 ふるさと会館 14:05－14:15
大代 バス停 14:25－14:35
小俣 消防器具置場 14:45－14:55
杉平 集落林業センター 15:10－15:20
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住
宅
・
土
地
統
計
調
査 

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

全
国
の
調
査
区
の
中
か
ら
約

５
分
の
１
の
調
査
区
を
選
び
、そ

の
地
域
内
の
世
帯
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
約
10
分
の
１
の
世
帯

が
調
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

住
宅
の
建
て
方
・
規
模
・
構

造
・
設
備
と
い
っ
た
住
宅
の
様

子
や
、
そ
こ
に
住
む
世
帯
の
構

成
、
住
環
境
、
住
宅
・
土
地
の
保

有
状
況
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、平
成
18
年
６

月
の「
住
生
活
基
本
法
」施
行
後
、

初
め
て
の
調
査
と
な
り
、我
が
国

の
住
宅
政
策
が
「
量
」
か
ら
「
質
」

へ
の
本
格
的
な
転
換
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、住
宅
の
適
切

な
維
持
管
理
の
状
況（
リ
フ
ォ
ー

ム
の
実
施
状
況
や
住
宅
の
耐
震

性
、防
火
性
、防
犯
性
な
ど
）を
新

た
に
調
査
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
は
、私
た
ち

の
暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る

計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と
し

て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、国
や
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る「
住
生
活
基
本
計

画
」（
平
成
18
年
法
律
第
61
号
）の

成
果
指
標（
高
齢
者
が
い
る
住
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
率
、省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
率
な
ど
）
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
土
地
利
用
計
画
、

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、公
営
住

宅
建
設
計
画
な
ど
の
企
画
・
立

案
の
た
め
の
資
料
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、国
土
交
通
省
地
方
整
備
局

に
よ
る
地
域
ご
と
の
住
宅
事
情

の
現
状
分
析
や
住
宅
政
策
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
際
の
資
料
、

耐
震
や
防
災
を
中
心
と
し
た
住

宅
や
都
市
計
画
づ
く
り
な
ど
の

市
区
町
村
に
お
け
る
施
策
の
策

定
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
に
な
る
の
は
？

調
査
の
対
象
に
な
る
の
は
？

ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
る
の
？

ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
る
の
？

ど
ん
な
こ
と
に
利
用
さ
れ
る
の
？

ど
ん
な
こ
と
に
利
用
さ
れ
る
の
？

　

こ
の
調
査
は
、「
統
計
法
」（
昭

和
22
年
法
律
第
18
号
）に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
ま
す
。調
査
関
係
者

に
は
、調
査
で
知
り
得
た
こ
と
に

対
す
る
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
、こ

れ
ら
に
反
し
た
と
き
に
は
、罰
則

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。集
め
ら

れ
た
調
査
票
は
、統
計
を
作
成
す

る
こ
と
だ
け
に
使
わ
れ
ま
す
。調

査
票
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
、集
計

が
終
わ
っ
た
後
は
溶
解
処
分
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、統
計
調
査
に
よ
り
集
め

ら
れ
た
情
報
は
、統
計
法
に
よ
り

保
護
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
個
人

情
報
保
護
法
」の
適
用
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
ま
す
。

統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.stat.go.jp/

●
問
い
合
わ
せ

　

情
報
政
策
課
統
計
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
５
０
１
）

情
報
は
保
護
さ
れ
る
の
？

情
報
は
保
護
さ
れ
る
の
？

　

10
月
１
日
を
期
日
と
し
て
、全
国
一
斉
に
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関
す
る
最

も
基
本
的
な
調
査
で
す
。９
月
上
旬
か
ら
顔
写
真
付
き
の「
調
査
員
証
」を
持
っ
た
調
査
員
が
、調
査
区
地
域
の
確
認
な
ど
の
た

め
対
象
地
区
を
巡
回
し
ま
す
。９
月
下
旬
か
ら
対
象
と
な
っ
た
お
宅
に
伺
い
、調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、調
査

員
が
建
物
の
外
観
な
ど
か
ら
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
項
も
あ
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

145
135
125
115
105
95
85
75
65

㎡

昭和58年

１住宅当たり延べ面積の推移

全　国

新潟県

村上市

63年 平成5年 10年 15年
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秋
に
な
る
と
、
畑
、
庭
先
な
ど
で
枯
れ
枝
や

剪せ
ん

定て
い

木
な
ど
を
焼
却
し
て
い
る
風
景
が
よ
く

見
ら
れ
ま
す
。一
般
的
に
野
焼
き
と
い
わ
れ
る

こ
の
行
為
は
廃
棄
物
の
焼
却
に
当
た
り
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
生
す
る
煙
や
臭
い

が
大
気
汚
染
や
悪
臭
公
害
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、野
焼
き
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

枯
れ
枝
や
剪
定
木
、
草
な
ど
は
、
な
る
べ
く

堆
肥
に
す
る
な
ど
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
堆
肥
に
で
き
な
い
場
合
は
、
燃
え
る

ご
み
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
み
よ
い
地
域
環
境
を
守
る
た
め
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
例
外
で
認
め
ら
れ
て
い
る
焼
却
︼

　

 　

左
義
長
、
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
の
風
俗
習
慣
上
、
ま
た
は
宗
教
上

行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
軽
微
な
も
の

な
ど
。

　

 　

な
お
、
認
め
ら
れ
て
い
る
焼
却
で
も
、
ご

近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

︻
こ
の
法
律
に
違
反
す
る
と
︼

　

 　

３
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
３
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
懲
役
刑
と
罰
金
刑

の
両
方
が
科
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

環
境
衛
生
課
生
活
環
境
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
７
３
・
２
７
４
）

９
月
23
日
㈷
に

「
'08
下
越
地
区
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
す

　

新
潟
県
お
よ
び
社
団
法
人 

新
潟
県
動
物

愛
護
協
会
で
は
9
月
23
日
㈷
新
発
田
市
五
十

公
野
公
園
を
会
場
に
「
'08
下
越
地
区
動
物

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
催
し
で
は「
長
寿
動
物（
イ
ヌ
、ネ
コ
）

の
表
彰
」や「
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
」、お

よ
び
獣
医
師
に
よ
る「
動
物
な
ん
で
も
相
談
」

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
い
企
画
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

'08
下
越
地
区
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会（
下
越
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
５
４
‐
２
４
‐
０
２
０
７

　

動
物
愛
護
管
理
法
で
は
、国
民
の
間
に
広
く
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に

関
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、9
月
20
日
㈯
か
ら
26
日
㈮
を

動
物
愛
護
週
間
と
定
め
、全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

動
物
愛
護
週
間
の
お
知
ら
せ

9
月
20
日
㈯
〜
26
日
㈮

野焼きは

違法行為です

社
団
法
人 

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
へ

の
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す

　

社
団
法
人 

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
は「
人

と
動
物
の
住
み
よ
い
、心
豊
か
な
社
会
形
成
」

を
目
指
し
、
主
に
動
物
愛
護
の
心
を
普
及
す

る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
命
を
大
切

に
す
る
心
を
発
信
し
、
動
物
た
ち
と
ぬ
く
も

り
を
分
か
ち
合
う
社
会
づ
く
り
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　

年
会
費
は
、
一
般
会
員
が
２
，
０
０
０
円
、

賛
助
会
員
は
１
，０
０
０
円
で
す
。こ
の
会
費

を
も
と
に
動
物
の
虐
待
防
止
活
動
の
展
開
や

遺
棄
さ
れ
る
子
ネ
コ
を
減
ら
す
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
入
会
手
続
き

　

村
上
市
・
岩
船
郡
内
の
各
動
物
病
院
、
村

上
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部（
村
上
保
健
所
）

衛
生
環
境
課
で
随
時
受
け
付
け

●
問
い
合
わ
せ

　

 

村
上
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
衛
生
環
境

課（
☎
53
‐
８
３
７
１
）
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●「認知症の正しい理解」の講演会

　認知症とはどのような病気なのか、どのように介護したらよいのかなど、認知症の正しい理解のため

に医師による講演会を行います。

【と　き】９月28日㈰　午前10時～ 11時30分

【ところ】新潟リハビリテーション専門学校

【講　師】新潟リハビリテーション病院　物忘れ外来　今村　透医師

【問い合わせ】　各地域包括支援センターへ

●「さつき健康教室」

　体操やレクリエーションなどで楽しく無理なく体を動かしながら足腰を鍛える教室です。

【対象者】神林地区在住65歳以上の特定（基本）健診を受けた人で足腰の衰えのある人（定員15人）

【と　き】10月10日㈮～平成21年３月19日㈭までの６カ月間（月２回）

【ところ】在宅介護支援センターさつき園（送迎あり）

【申し込み】９月18日㈭まで神林地域包括支援センター（☎66－6111内線121、有線5042・5043）

●「元気のみなもと教室」

　「楽しく無理なく体操する」「口の中全体の健康を守る」「食べる楽しみを大切にする」ことができる

ように総合的に取り組み、生活習慣に取り入れてもらえることを目指した教室です。

【対象者】荒川地区在住の65歳以上の人

【と　き】10月７日㈫～平成21年３月24日㈫までの６カ月間（週１回）

【ところ】荒川保健センター（送迎あり）

【申し込み】荒川地域包括支援センター　（☎62－0095）

※ 両事業とも地域包括支援センターの職員などが、身体状況などの確認をさせていただきます。また、

介護保険の認定を受けている人は対象外です

介護予防事業のお知らせ

元気な
うちから
介護予防

脳の健康を保つために

　ある調査によると65歳以上の約10人に１人が認知症といわれ、身体の健康を保つのと同様に脳の健康も保つ必

要があります。そこで、今月号と来月号の２回にわたって脳の健康を保つ秘
ひ

訣
けつ

についてお話しします。

脳の健康を保つ秘訣
その１　食生活

　魚・野菜・果物を多く食べている人は、認知症を発症する危険が少ないという報告があります。このよう

な効果は、魚に含まれるＥＰＡやＤＨＡなどの脂肪酸、野菜や果物に含まれるビタミンＥ、ビタミンＣ、ベー

タカロチンなどによるものとされています。新鮮な魚・野菜・果物はこの地域の特産です。バランスよく食

べましょう。

その２　運動習慣

　有酸素運動（歩く・泳ぐなど）を定期的に週２～３回行ってい

る人は、まったく行っていない人に比べると、認知症を発症する

危険が少ないといわれています。

　有酸素運動は、脳の血流を増やしたり血圧を下げたりする効果

があり、このことが認知症の発症に関係していると考えられま

す。運動習慣は健康増進にも役立ちます。若いときから習慣化し

ましょう。

村上地区　☎53－2111（内線363）

荒川地区　☎62－0095（直通）

神林地区　☎66－6111（内線121）

朝日地区　☎72－0666（直通）

山北地区　☎77－4053（直通）

お問い合わせは
各地域包括支援センターへ
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こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

自
分
一
人
で
悩
ま
な
い
で

村
上
保
健
所
管
内
の
現
状

　

平
成
19
年
、
新
潟
県
で
は
８
２
７

人
の
自
殺
者
が
あ
り
、
全
国
ワ
ー
ス

ト
６
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、村
上
・
岩
船
地
域
で
は
、新

潟
県
の
高
い
自
殺
率
を
さ
ら
に
上
回

る
現
状
に
あ
り
、
特
に
40
〜
65
歳
の

男
性
と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
こ
の

傾
向
が
強
く
現
れ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
基
本
認
識

・
自
殺
は
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

・
自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

・ 

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
悩
み
な

が
ら
も
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る

◆ 　

自
殺
は
個
人
の
自
由
な
意
思
や

選
択
の
結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
関
係
し
て
心
理
的
に
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
と
い
え
ま
す
。

　

 　

自
殺
者
の
多
く
は
、
自
殺
の
直

前
に
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
を

　

今
月
は
ト
マ
ト
栽
培
に
つ
い
て
、農
村
地
域
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

中
村
裕
子
さ
ん
︵
山
辺
里
︶

＝
写
真
＝
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
は
多
く
の
農
家
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。近

年
で
は
完
熟
ト
マ
ト「
桃
太
郎
」の
品
種
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
生
産
、消
費
と
も

に
多
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、食
の
安
全
が
重
視
さ
れ
て
い
る
中
、生
産
者
も
減

農
薬
と
有
機
肥
料
栽
培
に
心
が
け
、安
全
で
安
心
な
野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

緑
黄
色
野
菜
の
中
で
も
ト
マ
ト
は
、カ
ロ
チ
ン
の
一
種
で
あ
る
リ
コ
ピ
ン

が
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、抗
酸
化
作
用
の
働
き
に
よ
り
が
ん
や
動
脈
硬
化
の

予
防
に
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
秋
の
ト
マ
ト
は
、
甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
一
年

中
で
一
番
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
ト
マ
ト
を
使
っ
た
ス
ー
プ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ト
マ
ト
と
卵
の
ス
ー
プ

　
　

分
量（
４
人
分
）

　
　

 

ト
マ
ト
80
グ
ラ
ム
・
鶏
卵
１
個
・
バ
ラ
ベ
ー
コ
ン
30
グ
ラ
ム
・
玉
ネ
ギ

60
グ
ラ
ム
・
ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
60
グ
ラ
ム
・
刻
み
パ
セ
リ　

少
々
・
コ

ン
ソ
メ
４
グ
ラ
ム
・
塩　

小
さ
じ
½

①
ベ
ー
コ
ン
、玉
ネ
ギ
は
細
切
り
。ト
マ
ト
は
ザ
ク
切
り
に
す
る
。

② 

鍋
に
水
６
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
入
れ
て
、沸
い
た
ら
鶏
卵
と
パ
セ
リ
以

外
の
材
料
を
入
れ
る
。

③ 

煮
立
っ
た
ら
調
味
料
で
味
付
け
し
、最
後
に
溶
き
卵
を
入
れ
て
パ
セ
リ
を

散
ら
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

発
症
し
て
い
ま
す
。

◆ 　

自
殺
を
図
っ
た
人
の
75
パ
ー
セ

ン
ト
に
精
神
疾
患
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
半
数
は
う
つ
病
を
患
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
、そ
の
中
の
４
人
に
３

人
は
適
切
な
治
療
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま

す
。

◆ 　

家
族
や
職
場
の
同
僚
な
ど
、
身

近
な
人
が
何
ら
か
の
サ
イ
ン
に
気

付
い
て
い
た
と
い
う
例
も
少
な
く

な
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
気
付
き
を
自
殺
予
防
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な

り
ま
す
。

う
つ
病
の
予
防

　

う
つ
病
は
「
気
分
が
沈
む
」「
元
気

が
な
く
な
る
」「
や
る
気
が
し
な
い
」

な
ど
の
精
神
症
状
と
、「
食
欲
が
な
く

な
る
」「
眠
れ
な
い
」「
疲
れ
や
す
い
」

「
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
」な
ど
の

身
体
症
状
と
の
両
方
が
現
れ
る
病
気

で
す
。
身
体
症
状
の
方
が
強
く
現
れ

る
場
合
は
う
つ
病
が
発
見
し
に
く
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
原
因
不
明
の
身

体
不
調
が
長
く
続
く
場
合
は
う
つ
病

を
疑
っ
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

う
つ
病
は
治
る
病
気
で
す
！

　

早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば

治
り
ま
す
。
対
応
が
遅
れ
る
と
重
症

化
し
、治
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

誰
で
も
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
一

般
的
な
病
気
で
す
。
早
め
に
精
神
科

や
心
療
内
科
で
専
門
的
な
治
療
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

不
幸
な
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
、
自

分
自
身
の
心
の
健
康
、ま
た
、身
近
な

人
た
ち
の
心
の
健
康
に
も
目
を
向
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
や
職

場
な
ど
身
近
な
人
た
ち
の
早
め
の
対

応
が
重
要
で
す
。
不
安
や
心
配
が
あ

る
人
は
、
村
上
保
健
所
や
市
（
支
所
）

の
保
健
師
、
精
神
保
健
相
談
員
な
ど

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

全
国
の
自
殺
者
数
は
、平
成
10
年
に
年
間
３
万
人
を
超
え
、そ
の
後

も
高
い
水
準
が
続
い
て
い
ま
す
。



2008.9.1　　16

が
ん
の
早
期
発
見 

　
　
　

に
つ
い
て

新
潟
県
立
坂
町
病
院

外
科
医　

佐
藤　

洋

　

今
年
も
検
診
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。今
回
は
、が
ん
の
早
期
発

見
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

「
早
期
が
ん
」
と
「
進
行
が
ん
」

　

ご
存
じ
の
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
、
が
ん
は
大
き
く
分
け

て
早
期
が
ん
と
進
行
が
ん
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
進
行
が
ん
は
症
状
を
伴
っ

て
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、早
期
が
ん
の
場
合
、自
覚
症
状
は

な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
早
期
が
ん
は
見
つ
け
よ
う

と
し
な
け
れ
ば
、
ま
ず
見
つ
か
ら
な

い
病
気
で
す
。

早
期
発
見
が
大
事

　

一
般
的
に
が
ん
は
早
く
見
つ
か
る

と
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
早

期
で
発
見
す
る
こ
と
の
意
味
は
３
つ

あ
り
ま
す
。

　

１
つ
は
完
治
の
確
率
の
違
い
で

す
。大
腸
が
ん
の
デ
ー
タ
で
は
、進
行

度
Ⅰ（
い
わ
ゆ
る
早
期
が
ん
）で
の
発

見
か
ら
の
５
年
生
存
率
が
90
・
６

パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
、
進
行
度
Ⅳ

（
最
も
進
行
し
た
が
ん
）
で
は
、
13
・

２
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
き
く
成
績
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
治
療
の
選
択
枝
で

す
。
今
は
腹
腔
鏡
手
術
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
体
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な

く
、回
復
の
早
い
手
術
が
可
能
で
す
。

当
院
で
も
昨
年
度
か
ら
導
入
し
、
お

年
寄
り
や
持
病
を
お
持
ち
の
人
で
も

順
調
に
回
復
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
低
侵
襲
手
術

は
主
に
早
期
が
ん
の
人
が
対
象
と
な

る
た
め
、
こ
ち
ら
も
早
期
発
見
が
大

事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

最
後
の
１
つ
は
経
済
的
な
問
題
で

す
。発
見
が
遅
れ
、手
術
が
大
き
く
な

り
、
回
復
に
時
間
が
か
か
っ
て
入
院

が
長
引
き
、
術
後
に
追
加
の
化
学
療

法
な
ど
を
必
要
と
す
る
と
、
一
つ
ひ

と
つ
の
治
療
に
お
金
が
多
く
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
で
さ
え
病
気

で
大
変
な
と
こ
ろ
に
、
経
済
的
に
も

苦
し
く
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
点
が

あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
が
ん
の
治
療
で

は
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
、
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

早
期
発
見
に
は 

が
ん
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク

　

そ
れ
ら
の
が
ん
を
早
期
で
見
つ
け

よ
う
と
す
る
検
査
が
、
が
ん
検
診
や

人
間
ド
ッ
ク
で
す
。

　

が
ん
は（
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
）

一
年
の
う
ち
に
大
き
く
進
行
す
る
も

の
は
ま
れ
で
す
。そ
の
た
め
、が
ん
検

診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
毎
年
受
診
し
て

お
く
と
、
で
き
て
日
が
浅
い
早
期
が

ん
で
見
つ
か
る
可
能
性
が
高
く
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

村
上
市
で
は
年
度
末
に
翌
年
の
が

ん
検
診
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

各
種
検
診
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

県
立
坂
町
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
当
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内
」

h
ttp

://w
w

w
.iw

afu
ne.ne.jp

/

〜

sakam
achi-hosp/ningen/ningendo.

htm

、
ま
た
は
、
坂
町
病
院
人
間
ド
ッ

ク
担
当（
☎
62
‐
３
１
１
１
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

なるほど!健康
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の事
ふ れ あ い 平成20年度

村上市民ふれあいセンター 主催 業 ご 案内
TEL 52-0201　FAX 52-0202　HP　http://www.iwafune.ne.jp/̃fureai　E-mail　0201@mail.iwafune.ne.jp

村上市民ふれあいセンターでは
今年も町屋の屏風まつり開催にあわせて

「村上大祭の祭囃子」と「屏風まつり」の共演を企画しました
屏風まつりで賑わう村上の町屋に伝統ある祭囃子が響きます

どうぞお楽しみください

第
三
回　

町
屋
の
屏
風
ま
つ
り
と

秋
の
祭
囃
子

※特設ステージ周辺には駐車場がございません
※お車の方は、村上市役所、体育館等の駐車場をご利用ください

労
働
金
庫
●

小国町
安良町

大町

風
月
堂
●

本
間
医
院
●

●肉
の
川
村

体
育
館

●

●

市
役
所

　
●

北
越
銀
行

大
滝
商
店

会場周辺図 ㈱丸大 大滝商店
店頭特設ステージ

ところ　㈱丸大　大滝商店　店頭特設ステージ
運営協力　村上まつり保存会・おしゃぎり会館
後援団体　村上市観光協会・瀬波温泉旅館協同組合・村上商工会議所
　　　　　村上町屋商人会
企画制作　村上市民ふれあいセンター
主　　催　㈶イヨボヤの里開発公社

991515
（月・祝）
午後1時～
（月・祝）
午後1時～

【出演町内】
泉町
上町
鍛冶町

サロンコンサート第３弾

高校生の
若い芽

　３回目のサロンコンサートは、高校生たちによるピアノプチコンサート。
若き演奏家によるフレッシュなコンサートをお楽しみください。
協力　日下音楽事務所

プ
チ

992323
（火・祝）（火・祝）

開演 午後１時30分～ところ　村上市民ふれあいセンター　ふれあいホール

入場無料

ま

つ

り

ば

や

し



2008.9.1　　18

●問い合わせ　村上国際トライアスロン大会実行委員会　☎53－3399
　　　　　　　ホームページhttp://www.iwafune.ne.jp/~traiathlon

Ⓐ 県道新潟・新発田・村上線（通称温泉街道）は肴町交差点

の瀬波温泉跨線橋から岩船方面への一方通行となります。

Ⓑ 村上駅前交差点付近は渋滞が予想されますので、新潟・

岩船方面へお急ぎの場合は国道７号へお回りください。

Ⓒ 国道345号瀬波小学校交差点から桑川駅夕日会館前まで

車両全面通行止めです。

　 規制時間内に夕日会館・笹川流れ観光汽船をご利用の場

合は国道７号山北勝木方面からお入りください。

2009村上・笹川流れ
国際トライアスロン大会
　平成21年６月28日㈰

トキめき新潟国体
トライアスロン競技
　平成21年９月27日㈰

9:20～12:20
通行止め

9:20～12:30
通行止め

10:30～12:30
通行止め

10:30～12:50
岩船方面へ一方通行

10:30～14:00
通行止め

10:30～14:00
通行止め

9:00～14:00
通行止め

10:30～13:00
通行止め

10:30～12:50
係員の指示に従う

10:30～13:30
係員の指示に従う

10:30～14:00
駅方向へ一方通行

10:30～14:00
北線方向へ一方通行

く
わ
が
わ
駅

村
上
駅

至勝木

★

P

P

P

P

●JA

　村上市民
●ふれあいセンター

村上
総合病院●

●
〒
村
上
郵
便
局

NTT●

〒●

教育情報センター
●

消防署
●

村上体育館

至鶴岡市

桜ヶ丘高校
●

●村上警察署

　村上小学校

村上城跡
お城山（臥牛山）

●公民館

至岩船
至関川村

至新潟

　
●

村
上
市
役
所

上
海
府
連
絡
所

日　
本　
海

三　面　川

村上市役所
クリエート村上

瀬波温泉

バ
イ
ク
ス
タ
ー
ト
＆

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

開
始
式
会
場

選手受付

ラ
ン

ス
タ
ー
ト

20
㎞
バ
イ
ク

折
り
返
し
地
点

ス
イ
ム
ス
タ
ー
ト

＆

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

交通規制区間

スイム

バイク

ラ　ン

総合フィニッシュ

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

NTTトライアスロンジャパンカップランキングイベント
全日本女子エイジ別選手権大会
チーム（都道府県、企業、クラブ）対抗戦
2008年新潟県選手権大会

交通規制に、ご協力をお願いいたします。
コースマップ＆交通規制図

９月28日㈰
９時30分スタート
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８
月
15
日
㈮
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、新
村
上
市
誕
生
後
、初
と
な
る
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
、式
に
参
加
し
た
成
人
者
は
５
７
６
人
。キ

リ
ッ
と
し
た
ス
ー
ツ
や
羽
織
袴
は
か
ま
、華
や
か
な
ド
レ
ス
、浴

衣
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
集
い
ま
し
た
。

成
人
を
迎
え
た
喜
び
や
久
し
ぶ
り
に
友
人
に
会
え
た

懐
か
し
さ
で
話
も
弾
み
、笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

第２部　記念講演

「困難に挑むおもしろさ」

講師　石田　ゆうすけ　氏

協
力
い
た
だ
い
た
成
人
の
皆
さ
ん（
右
か
ら
）

　
　

中
村　

優
也　

さ
ん

　
　

稲
葉　

信
市　

さ
ん

　
　

瀬
賀　

宏
貴　

さ
ん

　
　

鍋
倉　

拓
海　

さ
ん

　
　

岸　
　

和
也　

さ
ん

　
　

工
藤　

秀
也　

さ
ん

た
い
へ
ん
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

﹃
誓
い
の
言
葉
﹄（
抜
粋
）

新
成
人
代
表　

鍋
倉　

拓
海
さ
ん

　

私
た
ち
は
成
人
式
と
い
う
大
き
な
人
生
の
節
目
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
変
わ
り
行
く
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う

な
夢
や
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
の
か
を
考
え
る
良
い
機

会
だ
と
捉
え
、身
が
引
き
締
ま
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、社
会
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、私
た
ち
の
前
途
は

決
し
て
平
坦
で
も
容
易
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
私

た
ち
は
気
を
引
き
締
め
、

よ
り
た
く
ま
し
く
自
分

を
育
て
、
切
磋
琢
磨
し
、

自
ら
輝
く
も
の
と
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時

に
人
に
対
す
る
思
い
や

り
と
優
し
さ
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
周
囲
を
暖
か

く
照
ら
す
も
の
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

祝 新成人

平成20年度　　村上市 成人式
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○問い合わせ

　国体課村上分室（☎53－2202）

相撲 銃剣道 トライアスロン

スケートボード 3B体操 リズム体操

高等学校軟式野球

　

７
月
28
日
㈪
か
ら
８
月
１
日
㈮
ま

で
山
北
中
学
校
の
生
徒
３
人
が
、
国

体
課
で
職
場
体
験
学
習
を
し
ま
し

た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
準
備
と
し

て
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
作
成
や
各
種
資
料

の
作
成
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
身
に
付
け
る
Ｉ

Ｄ
カ
ー
ド
に
は
消
し
ゴ
ム
を
削
っ
て

作
っ
た
ト
ッ
キ
ッ
キ
の
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
も
ら
い
、温
か
み
の
あ
る
も
の

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

山
北
中
学
校
の
生
徒
が

　

国
体
課
で
職
場
体
験
学
習

山
北
中
学
校
の
生
徒
が

　

国
体
課
で
職
場
体
験
学
習

　

９
月
21
日
㈰
に
岩
船
港
緑
地
公
園

で
行
わ
れ
る
「
い
い
ね
っ
か
村
上
」
に

ト
ッ
キ
ッ
キ
が
登
場
し
ま
す
。

　

当
日
は
７
月
か
ら
募
集
し
て
い
た

「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
村
上
市
ス
ロ
ー

ガ
ン
」
の
発
表
と
表
彰
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ト
ッ
キ
ッ
キ
に
会
い
に
「
い

い
ね
っ
か
村
上
」
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

３
Ｂ
体
操

　

３
Ｂ
体
操
は
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
」

（
デ
モ
ス
ポ
）
と
し
て
朝
日
総
合
体
育

館
に
お
い
て
、
平
成
21
年
10
月
４
日

㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

競
技
紹
介

　

３
Ｂ
体
操
と
は
、
三
種
の
用
具
、

「
ボ
ー
ル
」「
ベ
ル
」「
ベ
ル
タ
ー
」
を

使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頭
文
字

を
と
っ
て
３
Ｂ
体
操
と
名
付
け
ら
れ

た
健
康
体
操
で
す
。

　

「
健
康
で
安
ら
か
な
心
、
健
康
で
美

し
く
、
健
康
で
美
し
く
老
い
る
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
用
具
を
運
動
の

助
け
と
し
な
が
ら
、
年
齢
や
体
力
に

「
い
い
ね
っ
か
村
上
」に

　
　
　

ト
ッ
キ
ッ
キ
登
場
！

「
い
い
ね
っ
か
村
上
」に

　
　
　

ト
ッ
キ
ッ
キ
登
場
！

村
上
市
開
催
競
技
を

紹
介
し
ま
す　

そ
の
１

村
上
市
開
催
競
技
を

紹
介
し
ま
す　

そ
の
１

応
じ
た
動
き
を
音
楽
に
合
わ
せ
て
行

い
ま
す
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
要
素

を
多
く
取
り
入
れ
、
運
動
の
苦
手
な

人
も
無
理
な
く
、
楽
し
く
続
け
ら
れ

る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

競
技
方
法

︻
３
Ｂ
体
操
体
験
の
部
︼

　

ジ
ュ
ニ
ア
、
成
人
、
高
齢
者
な
ど
に

分
か
れ
て
、
指
導
者
の
リ
ー
ド
で
実
技

を
体
験
し
ま
す
。
初
め
て
の
人
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
簡
単
な
体
操
で
す
。

※
な
お
、
用
具
は
貸
し
出
し
し
ま
す

︻
発
表
の
部
︼

　

新
潟
県
各
地
の
３
Ｂ
体
操
教
室
会

員
が
、
日
ご
ろ
練
習
し
て
き
た
実
技

を
発
表
し
ま
す
。
指
導
者
の
発
表
も

あ
り
ま
す
。

参
加
資
格

　

新
潟
県
在
住
者
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
デ
モ
ス
ポ
と
は

　

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
多

く
の
人
た
ち
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
競
技
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
新

潟
県
在
住
者
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

信
友
会
・

信
交
会（
村
上

信
用
金
庫
府

屋
支
店
）
か

ら
、「
う
ち
わ
」

１
，０
０
０
本

を
協
賛
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
十
嵐
茂

三
郎
さ
ん（
伊
呉
野
）

か
ら
は
相
撲
競
技
で

使
用
す
る
「
手
桶
」
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
手
作
り
の
「
手

桶
」
で
山
北
杉
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
ご
協
賛
い
た
だ
け
る
企

業
・
団
体
・
個
人
は
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
国
体
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ご
協
賛
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
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受
賞
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　

７
月
16
日
㈬
、「
県
民
交
通
安
全

フ
ェ
ア
」
で
、
長
年
に
渡
り
交
通
安

全
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
た
中
村
泰

夫
さ
ん
が
新
潟
県
知
事
表
彰
︻
交

通
安
全
功
労
者
︼
、
長
谷
川
三
男
さ

ん
が
新
潟
県
交
通
安
全
対
策
連
絡

協
議
会
長
表
彰
︻
交
通
安
全
功
労

者
︼を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
昭
和
42
年
か
ら
交

通
安
全
指
導
員
と
し
て
、
ま
た
長

谷
川
さ
ん
は
昭
和
45
年
か
ら
交
通

安
全
協
会
村
上
支
部
山
辺
里
支
会

長
、
昭
和
53
年
か
ら
は
交
通
安
全

指
導
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
お
二
人
と
も
、
現
在
も
交
通
安

全
指
導
員
と
し
て
小
学
生
の
自
転

車
教
室
な
ど
で
指
導
し
て
お
り
、

交
通
安
全
事
業
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
の
交
通
安
全
の
た
め

に
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

人
生
の
先
輩
と
接
し
て

〜
福
祉
体
験
学
習
〜

　

７
月
29
日
㈫
、30
日
㈬
に
村
上
中

等
教
育
学
校
２
学
年
の
生
徒
81
人

が
市
内
８
カ
所
の
福
祉
施
設
で
福

祉
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
わ
く
す
の
里
へ
訪
問
し
た
生

徒
は
、
各
班
で
用
意
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
施
設
の
皆
さ
ん
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
が
負
担
な
く
、一
緒
に

楽
し
め
る
よ
う
に
考
え
た
班
が
あ

り
ま
し
た
。ラ
ジ
カ
セ
の
音
楽
に
合

わ
せ
て
、生
徒
が
体
全
体
で
リ
ズ
ム

を
と
り
な
が
ら
大
き
な
声
で
歌
い
、

ま
た
手
拍
子
で
お
年
寄
り
を
誘
い

一
緒
に
歌
う
な
ど
し
て
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。生
徒
の
大
き
く
は
っ

き
り
し
た
声
と
元
気
な
姿
を
見
て
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
か
ら
は
喜
び

の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
班
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た

遠
山
綾
音
さ
ん
は
、「
特
別
な
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、私
た
ち
の
笑
顔

で
元
気
に
な
っ
て
く
れ
て
と
て
も

嬉
し
く
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。将
来

こ
の
よ
う
な
福
祉
関
係
の
仕
事
に

就
く
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、そ
れ

に
関
わ
ら
ず
、人
生
の
先
輩
で
あ
る

皆
さ
ん
に
今
後
も
優
し
く
接
し
た

い
で
す
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
し

た
。

自
然
の
恵
み
を
実
感

〜
種
川
水
中
生
物
探
検
隊
〜

　

８
月
２
日
㈯
、三
面
川
本
流
か
ら

続
く
種
川
で
水
中
生
物
の
採
取
、研

究
す
る
催
し
が
イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
自
然
、ま
た
生
物
を
採
取

し
て
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
命
の

大
切
さ
や
自
然
環
境
保
護
の
重
要

性
」を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た

こ
の
事
業
に
は
、小
学
生
15
人
と
保
護

者
２
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
物
採
取
中
の
隊
員
は
、は
し
ゃ

い
で
ズ
ボ
ン
が
び
し
ょ
び
し
ょ
に

な
っ
た
り
、次
々
と
採
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
生
物
に
驚
い
た
り
、い
ろ
い
ろ

な
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。ウ
キ

ゴ
リ
と
い
わ
れ
る
川
魚
や
エ
ビ
、ヤ

ゴ
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
な
ど
、
中
に
は
鮎

を
採
っ
た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。採

取
後
、
図

鑑
や
資
料

な
ど
と
照

ら
し
合
わ

せ
た
生
物

は
、
種
川

の
元
に
い

た
場
所
へ

放
流
し
ま

し
た
。

　

隊
員
の
新
野
真
友
子
さ
ん（
保
内

小
学
校
４
年
）は
、「
川
遊
び
は
す
る

け
ど
、自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
た

く
さ
ん
の
生
き
物
が
い
て
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
」と
自
然
の
豊
か
さ
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。
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日
本
の
技
術
、
伝
統
を
学

び
さ
ら
な
る
発
展
を

　

７
月
30
日
㈬
、ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
の
学
生
10
人
が
市
長
の
も
と
へ

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、旧
朝
日
村
で
行
わ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、石
油
開
発

事
業
を
展
開
し
て
い
る
中
東
の
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
へ
の
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、同
国
の
学
生

を
日
本
に
招
待
し
、研
修
を
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。
学
生
は
、
７
月

19
日
㈯
か
ら
８
月
７
日
㈭
ま
で
滞

在
し
、
市
外
で
地
質
、
油
田
関
係
の

講
座
を
受
け
、
ま
た
地
元
で
は
、
お

し
ゃ
ぎ
り
会
館
、イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
な

ど
の
市
内
観
光
を
し
た
り
、他
県
の

交
流
都
市
を
訪
問
し
た
り
し
ま
し

た
。

　

学
生
の
ヒ
シ
ャ
ム
・
イ
ス
マ
イ

ル
さ
ん
は
、「
大
滝
市
長
な
ら
び
に

市
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
手
厚

い
お
も
て
な
し
に
、と
て
も
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。生
涯
村
上
市
の
こ
と

を
忘
れ
ず
、今
後
も
よ
い
関
係
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と

伝
え
て
、
最
後
に
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」と
お
礼
を
日
本
語
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

女
優
た
ち
が
被
爆
者
の

思
い
を
語
り
継
ぐ

〜「
夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
」朗
読
劇
〜

　

７
月
30
日
㈬
、女
優
た
ち
に
よ
る

朗
読
劇
『
「
夏
の
雲
は
忘
れ
な
い
」

１
９
４
５
・
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
』

（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
が
市
総
合

文
化
会
館
で
公
演
さ
れ
ま
し
た
。来

場
者
は
、市
内
外
か
ら
約
６
０
０
人

で
、会
場
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
朗
読
劇
は
、被
爆
し
た
子
ど

も
と
母
親
た
ち
が
書
い
た
手
紙
や

詩
、ア
メ
リ
カ
軍
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン

が
残
し
た
手
記
や
写
真
な
ど
を
元

に
台
本
を
作
成
し
た
も
の
で
す
。山

口
果
林
さ
ん
な
ど
の
女
優
、村
上
高

校
演
劇
部
員
の
５
人
が
出
演
し
、当

時
の
写
真
な
ど
を
映
し
な
が
ら
朗

読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。出
演
者
の
生

の
声
で
行
わ
れ
た
朗
読
は
、気
迫
に

満
ち
、被
爆
し
た
人
々
の
悲
し
み
を

強
く
訴
え
か
け
、
戦
争
の
怖
さ
や
、

平
和
の
意
味
を
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
る
も
の
で
し
た
。

　

市
内
か
ら
の
来
場
者
は
、「
当
時
、

神
奈
川
県
に
い
て
Ｂ
29
を
見
た
光

景
が
蘇
り
、
涙
が
出
た
。
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
た

こ
と
、被
爆
者
の
思
い
を
風
化
さ
せ

な
い
よ
う
に
語
り
継
い
で
欲
し
い
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

い
わ
ふ
ね
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　

地
名
と
岩
船
地
蔵
の
縁
で
交
流

を
進
め
て
来
た
、
千
葉
県
い
す
み

市
・
長
野
県
中
野
市
・
栃
木
県
岩

舟
町
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
第
５
回

「
い
わ
ふ
ね
サ
ミ
ッ
ト
」が
当
地
岩

船
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
者
会
議
で
は
、次
回
開
催

地
が
千
葉
に
決
ま
り
、作
品
の
交
換

展
示
な
ど
の
交
流
を
通
し
て
、ふ
る

さ
と
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化
と
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
７
月
20
日
㈰
の
「
み
な

と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
同
日
に

開
催
さ
れ
、
栃
木
の
巨
峰
や
千
葉

の
干
し
わ
か
め
な
ど
が
、
地
元
の

出
店
に
加
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

『
大
原
祭
り
唄
』
や
『
南
京
玉
す
だ

れ
』
な
ど
も
ス
テ
ー
ジ
参
加
で
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
夕
日
を
見
な
が

ら
の
交
流
会
で
は
、
と
て
も
和
や

か
で
に
ぎ
や
か
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

朗
読
劇
に
出
演
し
て

　

今
回
こ
の
作
品
に
出
演
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
得
た
こ
と
が
と
て
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
朗
読
劇
は
初

め
て
の
経
験
で
戸
惑
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、
女
優
さ
ん
た
ち
や
周
り
の

方
の
支
え
も
あ
り
、
無
事
に
公
演
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

演
劇
部
と
し
て
一
回
り
成
長
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
や

原
爆
に
つ
い
て
も
新
し
い
視
点
で

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

公
演
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
部
活
動
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
上
高
校
演
劇
部　
　

武
者
美
咲
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み
ん
な
仲
間
！

心
ひ
と
つ
村
上

〜
８
町
内
が
獅
子
舞
競
演
〜

　

８
月
15
日
㈮
、
新
市
誕
生
記
念

事
業
と
し
て
村
上
体
育
館
の
駐
車

場
を
会
場
に
獅
子
舞
の
競
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
曇
り
空
と
は
打
っ
て

変
わ
っ
て
晴
れ
上
が
っ
た
会
場
。

「
こ
の
事
業
に
賛
同
し
て
く
れ
た

８
町
内
が
、
七
夕
祭
り
の
忙
し
い

最
中
に
そ
れ
ぞ
れ
で
日
程
を
工
夫

し
て
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な

皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
こ
の
よ
う
な

天
気
に
し
て
く
れ
た
の
で
は
」
と

こ
の
事
業
を
代
表
す
る
越
後
村
上

乞
巧
会
の
会
長
、
高
橋
則
敏
さ
ん

（
大
工
町
）
は
、
喜
び
の
表
情
を
浮

か
べ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
区
の
垣
根
を

取
り
払
い
、
今
後
の
獅
子
舞
の
伝

統
を
受
け
継
い
で
い
く
若
者
の
後

押
し
を
し
て
、
こ
の
伝
統
を
全
国

的
に
広
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
技
術
の
向
上
を
願
っ
て
企
画
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

８
町
内
が
一
堂
に
集
結
し
た
七

夕
屋
台
と
夏
の
暑
い
日
差
し
に
負

け
な
い
力
強
い
獅
子
舞
の
演
舞
、

そ
れ
を
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
観
客

と
参
加
者
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
が

一
体
と
な
り
、
ま
さ
に
〝
心
ひ
と

つ
〟
を
思
わ
せ
る
日
と
な
り
ま
し

た
。

園
特
設
能
舞
台
か
ら
変

更
と
な
り
ま
し
た
が
、
大

勢
の
観
客
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
の
演
目
は
、
狂

言
「
瓜
盗
人
」
と
能
「
紅
葉

狩
」。

　

狂
言
「
瓜
盗
人
」
は
、
瓜

を
盗
み
に
き
た
盗
人
が

畑
主
に
見
つ
か
っ
て
し

ま
っ
た
と
許
し
を
請
う

が
、
か
か
し
だ
と
分
か

り
、
腹
を
立
て
て
、
か
か

し
を
壊
し
、
畑
を
荒
ら
し

て
帰
り
ま
す
。
今
度
は
、

そ
れ
に
気
づ
い
た
畑
主

が
か
か
し
に
成
り
す
ま

し
て
、盗
人
を
捕
ら
え
る

と
い
う
お
話
で
す
。盗
人

が
所
ど
こ
ろ
で
コ
ミ
カ

ル
な
動
き
を
見
せ
て
は
、

観
客
た
ち
の
笑
い
を

誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

能「
紅
葉
狩
」は
、鹿
狩

り
に
来
た
平
た
い
ら
の
こ
れ
も
ち

維
茂
が
、

侍
女
を
引
き
つ
れ
た
高

貴
な
女
性
か
ら
酒
宴
に

誘
わ
れ
、
杯
を
重
ね
寝

入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。美

女
に
化
け
て
い
た
鬼
た

ち
は
、本
体
を
現
し
維
茂

を
襲
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
驚
き
目

を
覚
ま
し
た
維
茂
は
、
夢
の
中
で

授
け
ら
れ
た
刀
を
手
に
、
少
し
も

騒
が
ず
立
ち
向
か
い
、
鬼
を
討
つ

お
話
で
す
。
刀
を
交
え
る
場
面
に

来
場
者
は
、
息
を
の
ん
で
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
か
ら
帰
省
し
た
小
池

さ
ん
は
「
初
め
て
薪
能
を
見
ま
し

た
。
見
て
い
る
と
ス
ト
ー
リ
ー
が

分
か
り
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
着
て

い
る
衣
装
も
き
れ
い
で
し
た
」
と

幽
玄
の
世
界
に
浸
っ
た
感
想
を
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

幽
玄
の
世
界
へ

　

８
月
15
日
㈮
、
大
須
戸
能
「
薪

能
」
が
市
総
合
文
化
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
舞
台
が
、
み
ど
り
の
里
日
本
庭

狂言「瓜盗人」

能「紅葉狩」
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あ
ら
か
わ
大
祭

神み

輿こ
し

だ
！
わ
っ
し
ょ
い
！

　

８
月
１
日
㈮
に
開
催
さ
れ
た「
あ
ら
か
わ
大

祭
」で
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
神
輿
の
練
り
歩

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
担
ぎ
手
に
は
、
ほ
か
の

地
域
か
ら
の
応
援
も
あ
り
、大
勢
の
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

午
後
４
時
30
分
坂
町
駅
前
を
出
発
し
た
神
輿
。

　

初
め
は
少
々
盛
り
上
が
り
に
欠
け
た
感
じ

も
あ
り
ま
し
た
が
、途
中
で
い
た
だ
く
お
神
酒

に
よ
る
ご
利
益
か
ら
か
、徐
々
に
威
勢
が
良
く

な
り
ま
し
た
。

　

最
終
地
点
の
坂
町
駅
前
に
戻
る
と
沿
道
の

観
客
も
見
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
「
わ
っ
し
ょ

い
！
」と
熱
の
入
っ
た
神
輿
担
ぎ
で
し
た
。

　

午
後
７
時
か
ら
の「
あ
ら
か
わ
大
祭
大
民
謡

流
し
」
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
再
度
登

場
と
な
っ
た
神
輿
披
露
で
は
、
大
滝
市
長
も
担

ぎ
手
と
な
り
、
最
後
は
神
輿
の
上
へ
。
そ
の
瞬

間
、
観
客
と

担
ぎ
手
、
そ

し
て
市
長
も

一

体

と

な

り
、
会
場
の

雰
囲
気
は
最

高

潮

に

達

し
、
大
変
な

盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し

た
。

親
か
ら
子
、子
か
ら
孫
へ

伝
統
芸
能
を
後
世
へ

　

７
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫
の
金
屋
地
区
の
大
祭

で
金
屋
獅
子
踊
り
保
存
会
に
よ
る
、獅
子
踊
り

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
屋
の
獅
子
踊
り
は
約
三
百
年
間
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。そ
の
踊
り
に
使
用
す
る
獅
子

頭
は
長
年
の
使
用
で
傷
み
が
激
し
い
こ
と
か

ら
、今
年
大
幅
な
修
復
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
修
復
を
終
え
た
新
た
な
獅
子
と
、

更
な
る
保
存
会
の
団
結
を
図
る
た
め
地
区
住

民
が
書
い
た
「
金
屋
」
の
文
字
を
背
に
し
た
法

被
を
新
調
し
本
番
に
挑
み
、金
屋
地
区
内
約
50

カ
所
を
日
中
の
暑
い
中
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
、

一
生
懸
命
踊
り
を
披
露
し
て
回
り
ま
し
た
。ま

た
、
金
屋
小
学
校
で
は
、
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
る
金
屋
小
の
６
年
生
も
踊
り
を
披
露

し
、
参
観
し
た
先
生
や
児
童
を
は
じ
め
、
地
域

の
人
か
ら
も
多
く
の
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
保
存
会
に
は
親
の
踊
る
姿
を
み
て
入

会
す
る
子
ど
も
も
い
て
、
良
き
伝
統
が
後
世
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

金屋小学校で踊りを
披露する様子

ふ
る
さ
と
に
咲
く
花

　

荒
川
地
区
公
民
館
で
は
、７
月
19
日
㈯
か
ら
８

月
３
日
㈰
ま
で
の
16
日
間「
冨
樫
信
平
植
物
画

展
」と
題
し
て
、故
冨
樫
信
平
氏（
切
田
）が
、荒
川

地
域
の
植
物
を
約
30
年
間
記
録
し
た
植
物
画
お

よ
び
植
物
標
本
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。繊
細

な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
作
品
に
、訪
れ
た
人
々
も

興
味
深
く
一
点
一
点
観
覧
し
て
い
ま
し
た
。

　

故
冨
樫
信
平
氏
に
は
平
成
元
年
か
ら
の
８

年
間
、「
信
平
さ
ん

の
荒
川
町
の
薬

草
」
と
し
て
旧
荒

川
町
「
広
報
あ
ら

か
わ
」
に
執
筆
い

た
だ
き
、
植
物
画

も
連
載
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

記
録
更
新
を
め
ざ
し
て

水　

泳　

大　

会

　

７
月
28
日
㈪
保
内
小
・
金
屋
小
に
よ
る
荒
川

地
区
水
泳
大
会
が
保

内
小
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
残
念
な
が

ら
新
記
録
は
出
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

泳
ぐ
前
は
緊
張
し

て
い
た
顔
も
泳
い
だ
後

は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

あ
た
ら
し
い
朝
が
来
た
♪

ラ

ジ

オ

体

操

会

　

７
月
27
日
㈰
荒
川
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

て
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

早
朝
午
前
５
時
45
分
か
ら
受
付
を
開
始
し

ま
し
た
が
、５
０
０
人
も
の
人
に
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

開
始
前
に
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
、そ
の
後
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
放
送

に
合
わ
せ
体
操
を
行

い
ま
し
た
。

　

早
朝
、木
々
に
囲
ま

れ
澄
ん
だ
空
気
の
中
、

大
勢
で
の
ラ
ジ
オ
体

操
は
心
と
体
が
す
っ

き
り
す
る
よ
う
で
し

た
。

災
害
時
に
備
え
て
！

　

災
害
時
の
情
報
共
有
を
目
的
に
民
間
の
無
線

愛
好
者
で
つ
く
る「
村
上
市
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ク
ラ
ブ
」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
長
の
皆
川
さ
ん
は「
突
然
の
災
害
時
に
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
で
あ
れ
ば
全
市
を
カ
バ
ー
で
き
、

情
報
連
絡
が
で
き
る
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、災
害
時
に
備
え
た
連
絡
体
制
の
強

化
を
目
的
に
会
員
を
募
集
中
と
の
こ
と
で
す
の

で
、ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
免
許
を
お
持
ち
の
人
は

お
気
軽
に
交
信
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ー
ル
サ
イ
ン「
Ｊ
Ｒ
０（
ゼ
ロ
）Ｚ
Ｄ
Ｇ
」　

　
　
　

会
長　

皆
川
嘉
一　

☎
62
‐
２
１
２
３



25　　2008.9.1

　

７
月
17
日
㈭
、
交
通
安
全
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
北
新
保
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
交
通
安
全
ル
ー
ル
と
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
方
式
で

競
技
。出
場
者
は
、始
め
に
横
断
歩
道

に
見
立
て
た
白
線
を
実
際
の
横
断
歩

道
の
よ
う
に
渡
り
ま
す
。こ
こ
で
、仮

に
左
右
確
認
や
横
断
歩
道
を
渡
る
際

に
手
を
挙
げ
る
の
を
忘
れ
た
場
合

は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
出
発
点
で
あ

る
第
一
ゲ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
打
つ
こ

と
が
で
き
な
い
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
な
が
ら
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
も

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

地区だより　かみはやし　　神林支所（☎66－6111　代表）

山
田
集
落
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

山
田
集
落
で
は
、
交
通
安
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
集
落
の
人
た
ち
が

交
代
で
小
学
生
の
通
学
に
付
き
添
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
活
性
化
と
交
通

安
全
、
防
犯
対
策
を
兼
ね
て
今
年
の

４
月
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

「
交
通
安
全
」
と
書
か
れ
た
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
た
集
落
の
人
た
ち
は
、

児
童
の
後
方
で
小
旗
を
持
ち
、
安
全

に
注
意
し
な
が
ら
小
学
校
ま
で
毎
日

歩
い
て
行
き
ま
す
。

　

災
害
時
の
情
報
共
有
を
目
的
に
民
間
の
無
線

愛
好
者
で
つ
く
る「
村
上
市
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ク
ラ
ブ
」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
長
の
皆
川
さ
ん
は「
突
然
の
災
害
時
に
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
で
あ
れ
ば
全
市
を
カ
バ
ー
で
き
、

情
報
連
絡
が
で
き
る
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、災
害
時
に
備
え
た
連
絡
体
制
の
強

化
を
目
的
に
会
員
を
募
集
中
と
の
こ
と
で
す
の

で
、ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
免
許
を
お
持
ち
の
人
は

お
気
軽
に
交
信
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

コ
ー
ル
サ
イ
ン「
Ｊ
Ｒ
０（
ゼ
ロ
）Ｚ
Ｄ
Ｇ
」　

　
　
　

会
長　

皆
川
嘉
一　

☎
62
‐
２
１
２
３

　

山
田
集
落
の
近
区
長
は
「
山
田
集

落
の
高
齢
化
率
も
だ
ん
だ
ん
高
く

な
っ
て
き
た
。
子
ど
も
と
大
人
の
集

落
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
貫

と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
の

で
は
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

向
ヶ
丘
保
育
園お

楽
し
み
会

　

向
ヶ
丘
保
育
園
で
開
園
後
初
と
な

る

お

楽

し

み

会

が
、
７
月

26

日
㈯

に

行

わ

れ

ま

し

た
。
会
場

と

な

っ

た

同

園

交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

の
遊
戯
室
に
は
園
児
と
そ
の
保
護
者

な
ど
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

お
楽
し
み
会
で
は
、
金
魚
す
く
い

や
か
き
氷
、
輪
投
げ
な
ど
が
出
店
さ

れ
、
園
児
は
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。参
加
し
た
保
護
者
は「
あ
い
に

く
の
雨
で
室
内
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
も
汗
だ
く
に

な
り
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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環
境
を
守
り
、き
れ
い
な
集
落
に

〜 

大
須
戸
集
落
で
植
樹 

〜

　

７
月
19
日
㈯
、
大
須
戸
集
落
の
活
性
化
を
目
指

す
グ
ル
ー
プ
「
ひ
ど
こ
」
が
、
大
須
戸
川
大
橋
上
下

流
左
岸
の
河
川
敷
に
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
17
年
８
月
11
日
の
大
水
害
を
受

け
た
河
川
の
改
修
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

河
川
敷
の
空
き
地
に
花
や
樹
木
を
植
え
、
き
れ
い

な
環
境
を
守
っ
て
い
こ
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、
大
須
戸
集
落
の
保
育

園
児
や
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
な
ど
約
70
人
で
、

県
か
ら
借
り
受
け
た
３
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
河

川
敷
に
、シ
バ
ザ
ク
ラ
６
０
０
株
、ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ

ジ
40
本
を
植
え
ま
し
た
。夏
の
日
差
し
を
浴
び
、参

加
者
は
汗
を
か
き
な
が
ら
２
時
間
程
か
け
て
植
樹

を
終
え
ま
し
た
。来
年
の
春
に
は
満
開
と
な
り
、大

橋
を
渡
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

高
根
で
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
！

〜 

天
蓋
高
原
夏
ま
つ
り 

〜

　

８
月
３
日
㈰
高
根
交
流
広
場
で「
天
蓋
高
原

夏
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

夏
の
風
物
詩
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、高
根
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
が
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、今
年
で
12
回
目
を
数
え
ま
し

た
。５
万
本
の
ひ
ま
わ
り
を
バ
ッ
ク
に
、
そ
ば

う
ち
体
験
や
村
上
高
校
ダ
ン
ス
部
、朝
日
ヨ
サ

コ
イ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
踊
り
、村
上
市
日
下
出

身
の
歌
手
「
Ｎ
Ｏ
Ｎ
」の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

行
わ
れ
、賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

新
潟
市
か
ら
家
族
で
訪
れ
た
上
村
さ
ん
は
、

「
４
年
前
か
ら
毎
年
来
て
い
ま
す
。
高
根
の
自

然
と
、温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
た
ち
が

好
き
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
る
と
、こ
の
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト「
人
前
結
婚
式
」が
ス
タ
ー
ト
。挙
式
し
た
の

は
、
高
根
出
身
の
新
婦（
旧
姓
遠
山
千
穂
さ
ん

24
歳
）と
村
上
市
飯
野
出
身
の
新
郎（
東
山
明

央
さ
ん
24
歳
）。

戦
没
者
の
冥
福
と
平
和
を
祈
る

〜 

朝
日
地
区
合
同
慰
霊
祭 

〜

　

８
月
７
日
㈭
市
総
合
文
化
会
館
で
、「
第
54
回
村
上

市
朝
日
地
区
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
」（
村
上
市
朝
日
地

区
遺
族
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
遺
族
な
ど
約
２
０
０
人

が
参
列
し
ま
し
た
。

　

朝
日
地
区
の
戦
没
者
は
約
５
７
８
柱
。朝
日
地
区
遺

族
会
島
田
庚
会
長
が「
再
び
過
去
の
過
ち
を
犯
す
こ
と

な
く
、平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」と
あ
い
さ
つ
し
、参

列
者
一
同
で
黙
と
う
、献
花
し
、戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、

平
和
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

二
人
は
、「
３
年
前
二
人
で
参
加
し
た
こ
の

祭
り
で
、高
根
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
、イ
ベ
ン

ト
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
た
こ
と
、ま
た
、実

家
で
も
あ
る
高
根
で
、『
ぜ
ひ
、こ
こ
で
挙
式
を

挙
げ
た
い
！
』と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。緑
と
光
の
幻
想
的
な
中
で
、夢
の

よ
う
な
式
で
し
た
。自
分
た
ち
の
想
像
以
上
に

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、皆
さ
ま
が
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、と
て
も
心
に

残
る
結
婚
式
が
で
き
ま
し
た
」と
感
動
と
幸
せ

い
っ
ぱ
い
の
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
人
の
名
前
が
浮
か
び
上
が
る
キ
ャ
ン
ド

ル
２
０
０
０
本
の
光
に
包
ま
れ
、幻
想
的
な
夜

空
の
下
で
、二
人
は
式
に
集
ま
っ
た
人
々
を
前

に
、心
を
一
つ
に
し
、円
満
な
家
庭
を
築
く
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。そ
し
て
、二
人
の
幸
せ
を

祝
う
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、ま
つ
り
は
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。
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地区だより　さんぽく　　山北支所（☎77－3111　代表）

　

７
月
30
日
㈬
、
さ
ん
ぽ
く
南
小
学

校
で
村
上
市
水
泳
記
録
会
山
北
地
区

大
会
が
開
催
さ
れ
、さ
ん
ぽ
く
北
小
、

南
小
の
５
・
６
年
生
が
出
場
し
、熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
向
け
た
練
習
で
真
っ
黒
に

日
焼
け
し
た
児
童
た
ち
は
、
当
日
も

照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、
緊
張
し
な

が
ら
も
力
強
い
泳
ぎ
で
、
大
き
な
水

し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

真
夏
日
と
な
っ
た
こ
の
日
、
プ
ー

ル
サ
イ
ド
に
は
た
く
さ
ん
の
保
護
者

や
地
域
の
住
民
が
か
け
つ
け
、
児
童

た
ち
の
一
生
懸
命
泳
ぐ
姿
に
、
大
き

な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

炎
天
下
に
響
く
大
き
な
歓
声

〜
村
上
市
水
泳
記
録
会

山
北
地
区
大
会
〜

観
光
・
地
域
づ
く
り
を
学
ぶ

〜
台
湾
の
大
学
生
が
研
修
〜

　

台
湾
南
部
高
雄
市
に
あ
る
台
湾
実

践
大
学
の
学
生
、
柯か

姿し

妤よ

さ
ん
と
林り
ん

映い

如る

さ
ん
の
２
人
が
、
７
月
18
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
、
山
北
地
区
内
の

観
光
施
設
で
接
客
や
観
光
資
源
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
を
学
ぶ
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
生
の
受
け

入
れ
は
、今
年
で
３
年
目
と
な
り
、大

学
の
夏
休
み
を
利
用
し
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

受
け
入
れ
先
の
交
流
の
館「
八
幡
」

で
の
施
設
清
掃
や
受
け
付
け
、
併
設

す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ

フ
な
ど
の
実
習
を
中
心
に
、
市
内
や

山
焼
き
と
土
壌
調
査

〜
日
大
生
夏
季
合
宿
〜

　

植
林
と
大
き
な
関
わ
り
が
あ
り
、

山
間
の
少
な
い
耕
作
地
を
補
う
農
法

で
も
あ
る「
山
焼
き
」に
つ
い
て
研
究

す
る
た
め
、
８
月
16
日
㈯
か
ら
８
月

18
日
㈪
に
か
け
て
、
日
本
大
学
生
物

資
源
科
学
部（
林
幸
弘
教
授
）の
学
生

20
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
合
宿
で
山
北
地
区
を
訪
れ
る

の
は
今
年
で
10
回
目
と
な
り
ま
し

た
。学
生
た
ち
は
、発
展
途
上
国
の
環

境
保
全
の
た
め
の
資
源
利
活
用
な
ど

を
研
究
し
て
お
り
、こ
の
合
宿
で
、山

焼
き
実
施
後
の
土
壌
、
植
物
の
繁
殖

状
況
な
ど
を
調
査
し
、
研
究
に
生
か

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

初
日
の
16
日
の
夜
に
は
実
際
に

「
山
焼
き
」
を
見
学
し
、
翌
朝
に
は
赤

カ
ブ
の
種
ま
き
も
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
17
日
の
現
地
調
査

は
山
熊
田
集
落
を
一
望
す
る
山
の
斜

面
で
行
わ
れ
、土
壌
の
採
取
、植
物
の

繁
殖
状
況
な
ど
の
調
査
を
澄
ん
だ
空

気
の
中
で
の
び
の
び
と
行
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
山
焼
き

の
見
学
が
で
き
ず
残
念
で
し
た
が
、

近
隣
市
町
村
を
め
ぐ
り
観
光
資
源
の

活
用
方
法
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。
接

客
で
は
慣
れ
な
い
日
本
語
に
苦
戦
、

戸
惑
い
な
が
ら
も
笑
顔
で
応
対
し
て

　

８
月
３
日
㈰
、
十
日
町
市
立
西
小

学
校
を
会
場
に
新
潟
県
消
防
大
会
ポ

ン
プ
操
法
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。５
月
25
日
の
山
北
地
区
大
会
、６

月
22
日
の
村
上
市
岩
船
郡
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
、
第
２
分
団
第
２
部
ポ
ン

プ
自
動
車（
中
継
）が
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
県
下
か
ら
消
防
団
員
が
参

集
し
、
熱
気
と
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
会

場
で
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
の
２
番

目
に
出
場
。
４
月
下
旬
か
ら
重
ね
て

き
た
練
習
の
成
果
を
見
事
に
披
露
し

ま
し
た
。
結
果
は
６
位
と
大
き
な
手

ご
た
え
を
得
た
大
会
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。操
縦
員
か
ら
は「
練
習
の
成
果

を
出
せ
た
。
悔
い
の
な
い
操
法
が
で

き
た
」と
、安
堵
と
充
実
感
に
満
ち
た

感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
披
露

〜
新
潟
県
消
防
大
会

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
〜

い
ま
し
た
。

　

研
修
期
間
中
は
多
く
の
地
域
の
人

や
日
本
の
文
化
に
触
れ
、
充
実
し
た

研
修
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

自
然
相
手
の
作
業
の
難
し
さ
が
分
か

り
ま
し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ
見
て
み
た

い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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申し込み・問い合わせ

村上市三之町13－25　村上体育館内

☎ ５２－６３１１
平日　午前9時～午後5時

●SPORTS CLUB●

NPO法人総合型スポーツクラブ

ハピハピくらぶ

　骨盤矯正ストレッチやダンベル

エクササイズで楽しく汗を流しま

しょう。託児もできますので、育

児中の人も気分転換にご参加くだ

さい。

と　き　 ９月４日㈭・18日㈭・10月

２日㈭　午前10時～ 11時

ところ　勤労青少年ホーム

参加費　１回500円

託児料　１人300円（満１～３歳児）
※開催日の３日前までにお申し込みください

楽しくシェイプアップ
ダイエット大作戦!!
　有酸素運動と筋力トレーニング
を合わせて行い、リバウンドしに
くい身体を目指します!!

と　き　９月11日㈭～ 10月末
　　　　毎週木曜日　全８回
　　　　午後７時30分～８時30分
ところ　村上体育館
指導者　矢田　千博 氏
参加費　会員2,500円、一般3,500円
内　容　○ランニングマシン
　　　　○ダンベル体操
　　　　○ボクササイズ　など

護身術体験スクール
　犯罪被害から自分の身は自分で
まもる基本の技を習います。

と　き　９月10日㈬～ 10月29日㈬
　　　　毎週水曜日　全８回
　　　　午後８時～９時
ところ　村上体育館　柔道場
参加費　会員　2,500円
　　　　一般　3,000円
持ち物　運動のできる服装
　　　　（あれば柔道着）
申し込み締め切り
　　　　９月５日㈮

とき・ところ

９月17日㈬　勤労青少年ホーム

９月18日㈭　山辺里体育館

９月24日㈬　岩船連絡所

９月25日㈭　村上小学校

９月26日㈮　上海府小学校

※ 各日とも午後７時30分～８時30分

対　象　就学前（3歳以上）の親子

参加費　１組300円

さわやかお茶の間教室
　リハビリの先生による肩・腰・

膝のかんたん体操教室

とき・ところ

　９月18日㈭　勤労青少年ホーム

　10月16日㈭　村上地区公民館

両日とも午前９時30分～ 11時

講師　新潟リハビリテーション専門学校

　　　理学療法士　金　澤　先生

参加費　500円

後期　さわやかエアロビック
　軽快なリズムにのって、それぞ

れの体力に合わせて行える有酸素

運動です。リフレッシュやダイ

エット、メタボ対策にも効果的！

と　き　10月６日㈪～３月　全20回

　　　　月曜日または木曜日

　　　　正午～午後１時

ところ　クリエート村上

参加費　会　　員 3,000円

　　　　一　　般 5,000円

　　　　１回参加 300円

後期　健康太極拳教室
　ゆったりとした動きと呼吸法
で、心身ともに健康になります。
　いすに座ったままでもできます。

と　き　10月９日㈭～３月末
　　　　毎月第２・４木曜日
ところ　村上体育館
講　師　関　文恵氏
　　　　高橋　華重氏　ほか
参加費　会員 3,500円
　　　　一般 5,000円
　　１回お試し参加 500円

NEW

トレッキング・登山ツアー
○剣龍峡（630ｍ）／新発田市
　９月７日㈰
集合　午前５時50分　村上体育館
参加費　会員3,000円、一般4,000円
○宝珠山（559ｍ）／阿賀野市
　９月21日㈰
集合　午前５時20分　村上体育館
参加費　会員3,000円、一般4,000円
・・・・・10月の予定・・・・・
○徳網山（787ｍ）／朝日連邦
　10月11日㈯
○立烏帽子（696ｍ）／関川村
　10月25日㈯

出羽街道ウォーキング～３回コース
修験道、出羽街道、六十里越街道を歩きます。

○松根～田麦俣　　　９月20日㈯

○田麦俣～湯殿山　　10月４日㈯

　　湯殿山奥の院を参拝します。

（シャトルバス代300円と拝観料500円は自己負担）

○湯殿山～西川町　　10月18日㈯

＜各回共通＞

　集　合　　午前６時20分　村上体育館

　参加費　　各回　会員4,500円、一般　5,500円

　　　　　　※バス代、保険料、観光ガイド料含む

託児ルームあります!

観光ガイド

付き！

　親子でふれあいながら、身体を動かし家庭でも遊べるメニューをご

紹介します。

親子あそびの広場
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希
楽
々
カ
ッ
プ
第
５
回

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

　

７
月
13
日
㈰
、
村
上
市
内
の
各
地

域
か
ら
１
１
１
人
の
参
加
で
盛
大
に

開
催
し
ま
し
た
。
と
て
も
暑
い
中
で

し
た
が
、
楽
し
い
大
会
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

大
会
結
果

　

優　

勝　

奥
村　

孝
司
さ
ん

　

準
優
勝　

長
谷
川
憲
明
さ
ん

問い合わせ　村上市九日市501番地

　　　　　　神林総合体育館内

☎／ FAX　66－8119
HP　http://www.kirara-kamihayashi.jp

かみはやし総合スポーツクラブ

大
好
評
で
し
た
！

そ
ば
打
ち
＆
食
べ
比
べ

　

７
月
12
日
㈯
、

13
人
の
参
加
者

か
ら「
打
ち
た
て

の
そ
ば
は
お
い

し
い
」と
好
評
で

し
た
。

先
生
を
独
占
♪
楽
し
み
ま
し
た
よ
！

親
子
で
で
き
る
リ
ズ
ム
体
操

　

７
月
12
日
㈯
、

新
発
田
市
の
榎

本
先
生
に
お
越

し
い
た
だ
い
て

楽
し
く
有
意
義

な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

き
ら
ら
塾　
　

カ
ヌ
ー
体
験

　

７
月
５
日
㈯
、
お
天
気
に
も
恵
ま

れ
た
大
石
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
で
普
段
な

か
な
か
で
き
な

い
カ
ヌ
ー
を
体

験
し
て
き
ま
し

た
。
18
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

希
楽
々
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

山
形
道
の
駅
一
周
ツ
ー
リ
ン
グ

　

７
月
20
日
㈰
、

と
て
も
暑
い
中
、

12

人

11

台
で

走
っ
て
き
ま
し

た
。

　

次
回
は
、
９

月
13
日
㈯
・
14

日
㈰
能
登
半
島
一
周
一
泊
ツ
ー
リ
ン

グ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

早
朝
ス
・
ラ
イ
ス
ゴ
ル
フ

　

希
楽
々
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
主
催
の

早
朝
ゴ
ル
フ
を
７
・
８
月
の
毎
週
日

曜
日
に
荒
川
ゴ
ル
フ
場
で
楽
し
み
ま

し
た
！

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
出
張
指
導
！

　

神
納
西
小
の
２

年
生
は
ド
ッ
チ

ビ
ー
と
ペ
タ
ン

ク
、
キ
ン
ボ
ー
ル

　

福
田
は
ス
ポ

レ
ッ
ク
と
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル

９
月
か
ら
の　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ヨ
ー
ガ

と　

き　

９
・
10
月
の
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

神
納
東
小
学
校

七
夕
飾
り
を
つ
く
っ
た
よ
！

ひ
よ
こ
の
教
室

　

７
月
14
日
㈪
、
七

夕
飾
り
を
作
っ
て

遊
び
ま
し
た
。

　

次
回
は
９
月
８

日
㈪
「
体
を
動
か
し

て
遊
ぼ
う
」
で
す
。
午
前
10
時
ま
で

に
希
楽
々
託
児
ル
ー
ム
へ
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

川
柳
と
俳
句
大
募
集
!!

テ
ー
マ
は「
ラ
イ
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
」

　

〝
ご
は
ん
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
体

を
動
か
す
〟
元
気
を
与
え
る
、
楽
し

い
川
柳
と
俳
句
を
大
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
１
日
㈪
〜

　
　
　
　

10
月
15
日
㈬

対　

象　

ど
な
た
で
も

参
加
費　

無
料

★
10
月
の
予
定
★

き
ら
ら
塾　

第
６
弾
！

身
体
の
障
が
い
を
疑
似
体
験

　

あ
な
た
は
、
障
が
い
者
の
何
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
体
の
一
部
を
拘

束
し
て
障
が
い
者
の
疑
似
体
験
を
行

い
ま
す
。

と　

き　

10
月
４
日
㈯

と
こ
ろ　

 

神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
ジ
ャ
ス
コ
村
上
東
店

対　

象　

小
学
４
年
生
以
上

希
楽
々
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

田
沢
湖
一
周
ツ
ー
リ
ン
グ

と　

き　

10
月
５
日
㈰

行
き
先　

秋
田
方
面

さ
と
や
ま
塾　

米
沢
街
道
最
終
弾

宇
津
峠
〜
諏
訪
峠
を
越
え
て

と　

き　

10
月
11
日
㈯

　
　
　
　

お
弁
当
・
温
泉
付
き

食
べ
比
べ
シ
リ
ー
ズ 

パ
ー
ト
３

皮
か
ら
作
る
餃
子
づ
く
り

と　

き　

10
月
18
日
㈯

と
こ
ろ　

 

神
林
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

す
ま
い
る
く
ら
ぶ

盆
パ
ラ
ビ
ク
ス
で
体
力
向
上
！

　

盆
踊
り
と
パ
ラ
パ
ラ
と
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
で
子
ど
も
の
体
力
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
25
日
㈯

と
こ
ろ　

神
林
総
合
体
育
館

希
楽
々
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
楽
々

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
し
ま
す
！

と　

き　

10
月
下
旬

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

希
楽
々
事
務
局
ま
で
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区
村上地区

華純（かすみ）	 小　野　裕　二	 山辺里
ひまわり	 瀬　賀　　　豊	 下相川
瑠璃夏（るりか）	 東　　　正　人	 加賀町
恒（こう）	 相　川　　　弦	 田端町
知弘（ちひろ）	 成　田　　　弘	 新町
崇紘（たかひろ）	 伴　田　寛　明	 岩船上町
和歌（わか）	 相　馬　健　志	 吉浦
ひなた	 富　樫　　　至	 塩町
孝知（たかと）	 大　塚　謙　一	 松波町
元喜（げんき）	 加　藤　雄　士	 塩町
結人（ゆいと）	 蟹　井　　　拓	 岩船上大町
陽人（はると）	 岩　澤　雄　一	 山辺里
陽琉（ひかる）	 鈴　木　栄　宏	 緑町二丁目
大聖（はると）	 岡　田　　　肇	 上町
琉夏（るか）	 渡　辺　隆　俊	 久保多町
紬葵（つむぎ）	 小　林　隼　也	 鋳物師
涼太（りょうた）	 中　村　浩　生	 羽黒町
妃奈（ひな）	 斎　藤　　　司	 松原町
涼太（りょうた）	 井　関　猛　雄	 山居町一丁目
荒川地区

愛瑠（える）	 渡　邊　義　武	 大津
琥河（くうが）	 梅　津　直　也	 堤下団地

氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区
山北地区

まゆみ	 小　林　　　司	 勝木
英新（えいしん）	 佐　藤　新　一	 堀ノ内
愛花（まなか）	 河　面　和　芳	 大毎

神林地区

陸（りく）	 磯　部　正　嗣	 潟端
千咲（ちさき）	 鈴　木　将　宏	 上助渕
謙明（けんめい）	 阿　部　貴　広	 松沢
美心（みこ）	 内　山　義　人	 桃川
虹ノ羽（このは）	 櫻　井　将　人	 福田
柾哉（まさや）	 鈴　木　一　哉	 殿岡
陽太（ようた）	 小　林　正　彦	 長松

朝日地区

心夏（ここな）	 横　井　啓　太	 大須戸
陽向（ひなた）	 齋　藤　圭　介	 上野
子礼（こゆき）	 小　田　耕　二	 中新保
凪咲（なぎさ）	 五十嵐　孝　夫	 大須戸
莉乃（りの）	 板　垣　　　修	 高根

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区
村上地区

小　栗　金之𠀋	 91	 二之町
中　村　　　貴	 76	 山居町一丁目
鈴　木　　　勉	 69	 仲間町
加　治　平　治	 74	 岩船中新町
佐　藤　慶　吉	 88	 羽黒町
佐　藤　静　子	 88	 岩船上町
中　西　マサヱ	 88	 庄内町
小　嶋　ム　ツ	 89	 瀬波中町
横　山　信　子	 79	 南町二丁目
秋　山　　　清	 73	 緑町二丁目
室　橋　鉄　男	 65	 塩町
佐　藤　幸　子	 91	 二之町
佐　藤　義　政	 90	 天神岡
伊　藤　登志二	 95	 岩船下大町
相　馬　マスヱ	 84	 間島
佐　藤　一　夫	 72	 片町
峰　田　　　淳	 81	 若葉町
髙　橋　銀　作	 95	 小町

氏名	 年齢	 行政区
神林地区

矢　部　酉　作	 87	 平林
佐　藤　ヒ　デ	 73	 松沢
平　山　ミ　イ	 96	 七湊
山　田　作　次	 81	 有明
渡　邊　　　弌	 61	 牛屋
鈴　木　正　美	 80	 小口川
佐　藤　フサイ	 87	 桃川
渡　邉　正　一	 69	 葛籠山
大　矢　トシイ	 92	 南大平

朝日地区

貝　沼　礼　子	 59	 大場沢
渋　谷　キミノ	 95	 原小須戸
伴　田　ミツイ	 88	 岩沢
大　田　重　雄	 87	 黒田
冨　樫　　　弘	 72	 関口
鈴　木　ハナ子	 63	 高根
谷　井　重　雄	 75	 下新保
佐　藤　喜美夫	 58	 布部
富　樫　篤　子	 88	 早稲田

氏名	 年齢	 行政区
荒川地区

高　橋　ア　サ	 80	 名割
須　貝　一　郎	 89	 田島
一ノ瀬　正太郎	 90	 佐々木
磯　部　ヨ　リ	 75	 下鍜冶屋
成　田　芳　文	 60	 下鍜冶屋
石　山　金　一	 72	 下鍜冶屋
舘　島　金　次	 92	 下鍜冶屋
倉　嶋　正二郎	 74	 佐々木

山北地区

富　樫　清　治	 73	 上大鳥
加　藤　カ　ト	 89	 大毎
小　林　ゆ　き	 68	 府屋
渡　邉　リヤウ	 79	 脇川
佐　藤　ミツ子	 92	 立島
齋　藤　　　貢	 72	 寒川
　原　シゲヨ	 86	 中継

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています　※７月11日から８月10日までの届け出です（敬称略）

※表示されている行政区は、住民基本台帳に登録されている町内会、集落です

人口と世帯数（8月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä33,444人（△17）　Å36,382人（△14）　 計69,826人（△31）　    22,812世帯（23）

【お詫びと訂正】市報むらかみ８月１日号に掲載した「おたんじょう」の村上

地区で氏名（ふりがな）に一部誤りがありました。お詫びして訂正します。

村山 輝愛 （誤）「（あきら）」　（正）「（きあら）」



31　　2008.9.1

村
上
市
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

情
報
ひ
ろ
ば

☎
53
│

７
５
１
１

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

　９月21日㈰に『天地人』リレー講演会が教育

情報センターで開催されます。テーマは「上杉

景勝時代の村上」です。それにちなみ、中央図

書館所蔵の関連本を紹介します

 【中央図書館】火 曜 日　15：30 ～　土　曜　日　11：00 ～

よみきかせのある日 【朝日図書館】第４土曜日　10：00 ～

 【荒川図書室】第３土曜日　10：00 ～（４・８・３月を除く）

直江兼続　（花ヶ前盛明）

　『天地人』の主人公直江兼

続。その生涯、人物像を写真

を交え、わかりやすくまとめ

た一冊。

　兼続に関する資料も豊富に

掲載されています。

愚直之将・巻一（おおばきよじ）

　上杉謙信、景勝に仕え、村

上を本拠に活躍した本庄繁長

の生涯を描いた歴史小説。

　巻一は誕生から、川中島の

合戦直前までを描いていま

す。

【中央図書館】
◆　時が滲む朝　（楊逸）

◆　ヴィヴァーチェ　　（あさのあつこ）

◆　食堂かたつむり　　（小川糸）

◆　ふたりの品格　　（永六輔・矢崎泰久）

◆　こんなことでよろしいか　　（佐藤愛子）

◆　冒険家　　（三浦雄一郎）

◆　親子で片づけが上手になる！　　（辰巳渚）

◆　いつだって枝豆！　（児島啓介）

◆　新潟ドライブマップ

◆　赤ちゃんに絵本を読むということ

○　おおきくおおきくおおきくなると　（谷口靖子）

○　けいこちゃん　　（あまんきみこ）

○　みんなのなやみ　　（重松清）

○　「悪いこと」したら、どうなるの？　（藤井誠二）

○　不登校、選んだわけじゃないんだぜ！（貴戸理恵）

新　着　図　書

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
情
報

宮
沢
賢
治
の
世
界
～
よ
だ
か
の
星
～

　

よ
だ
か
は
実
に
み
に
く
い
鳥
で
す
。「
鷹た
か

」
と
い
う
名
前
は
付
い
て
い
ま
す

が
、本
当
は
鷹
の
仲
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
よ
だ
か
は
鷹
に「
名
前
を
改

め
ろ
」と
い
わ
れ
、落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。よ
だ
か
は
生
き
て
い
る
の
が
つ

ら
く
な
り
、星
の
仲
間
に
し
て
も
ら
お
う
と
空
へ
飛
び
上
が
り
ま
し
た
。

と　

き　

９
月
６
日
㈯
〜

入
場
料　

大
人
２
０
０
円　

小
人
１
０
０
円

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
の
が
た
り
シ
ア
タ
ー

と　
　

き　

９
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜

上
映
作
品　

名
作
の
風
景
│
宮
沢
賢
治
│　

狼オ
イ
ノ
モ
リ
森
と
笊ざ
る
も
り森
、
盗
ぬ
す
と
も
り森

　
　
　
　
　

ど
ん
ぐ
り
と
山
猫

と

こ

ろ　

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

定　
　

員　

80
人（
先
着
順
）※
入
場
は
無
料
で
す

情
報
セ
ン
タ
ー
映
画
上
映
会

と　
　

き　

９
月
５
日
㈮　

午
後
７
時
〜

上
映
作
品　

「
裁
判
員
│
選
ば
れ
、そ
し
て
見
え
て
き
た
も
の
│
」

と

こ

ろ　

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

定　
　

員　

２
０
０
人（
先
着
順
）※
入
場
は
無
料
で
す

　

に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
に
関
連
し
た
上
映
内
容
で
す
。合
わ
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆…一般書、○…児童書
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市報むらかみは、資源保護のため
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

新村上市となって初めて行われた成人式。写真は、会場

のあちこちで見られたカメラの前でポーズをとってい

る様子です。（詳細記事19ページ）

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u8月15日、新村上市となって初の成人式が行

われました。成人式第2部で行われた記念講演

に講師として登場したのは、石田ゆうすけさ

ん。7年半をかけて自転車で世界一周を成し遂

げた冒険家で、エッセイストでもあります。世

界一周…私には全く未知の世界。ただ、7年半

という長い年月をたった一人で孤独と闘いな

がら、しかも、自転車で世界一周に挑むこと

の過酷さや苦難を思うと、その勇気をたたえ

ずにはいられません。新成人の皆さんの未来

はこれからです。勇気を持って、一歩一歩前

進していってください。○治

開催区域

このコーナーでは、新村上市の観光名所や
イベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

毎
年
、９
月
10
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
、村
上
地

区
の
旧
町
人
町
で
は
、「
城
下
町
村
上　

町
屋
の
屏

風
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　

村
上
地
区
で
は
、
７
月
７
日
の
村
上
大
祭
時
に

家
の
中
を
片
付
け
、
屏
風
を
立
て
て
お
客
さ
ま
を

お
迎
え
す
る
の
が
習
わ
し
で
し
た
。
お
客
さ
ま
の

中
に
は
、
大
祭
時
に
各
家
の
屏
風
を
見
て
楽
し
む

人
も
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
村
上
大
祭
は
別
名
「
屏
風
ま
つ
り
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。近
年
は
、大
祭
時
の
お
も

て
な
し
も
変
わ
り
、
屏
風
を
立
て
る
家
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
「
屏
風
ま
つ
り
」
は
、
町
屋
を
活
か
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
『
村
上
町
屋
商あ
き
ん
ど人
会
』
が
、
各
家

に
伝
わ
る
屏
風
を
立
て
、
町
屋
の
中
と
屏
風
を
見

て
も
ら
お
う
と
企
画
・
実
施
し
た
も
の
で
、
平
成

13
年
度
に
始
ま
り
、今
年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。

参
加
す
る
町
屋
も
年
々
増
加
し
、
今
で
は
約
70
軒

に
な
り
ま
す
。

　

春
の
「
人
形
さ
ま
巡
り
」
と
、
秋
の
「
屏
風
ま
つ

り
」は
、市
民
団
体
が
主
催
す
る
町
屋
を
活
か
し
た

催
し
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、今
年
も
、県
内
は
も

と
よ
り
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


